
王
安
石
の
科
翠
改
革
を
め
ぐ
っ
て

は

じ

め

に

一

貢

翠

新

制

付

試

経

義

採

用

口

試

経

義

と

科

場

同
諸
科
廃
止
と
五
路
針
策

二
三
経
新
義
編
纂

お

わ

り

に

』主

じ

め

近

藤

成
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小
論
は
、
王
安
石
の
科
奉
改
革
を
、
特
に
嘗
時
の
社
舎
や
土
人
が
改
革
に
ど
う
割
腹
し
た
か
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

時
期
は
紳
宗
朝
の
照
寧
、
元
豊
年
間
と
し
、
こ
の
開
お
こ
な
わ
れ
た
六
回
の
科
事
が
主
な
封
象
と
な
る
。

科
穆
改
革
も
康
義
に
は
王
安
石
新
法
の
一
環
で
あ
る
か
ら
、
本
来
は
新
法
政
策
全
鐙
を
見
渡
す
康
い
視
野
か
ら
捉
え
ね
ば
な
ら
ず
、
ほ
か
に

も
慶
暦
新
政
の
貢
奉
改
革
案
、
高
言
の
書
に
み
ら
れ
る
安
石
の
政
策
構
想
と
の
関
連
な
ど
、
踏
ま
え
る
べ
き
黙
は
多
い
が
、
種
々
の
理
由
で
限

ら
れ
た
考
察
と
な
っ
た
。
大
方
の
御
批
正
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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貝

事

新

止
巾

を
述
べ
て
お
き
た
い
。
検
討
す
べ
き
史
料
は

王
安
石
の
科
摩
改
革
は
、

岡
山
寧
四
年
二
月
一
日
の
詔
に
よ
っ
て
具
強
化
さ
れ
た
。
こ
こ
に
到
る
経
過
を
含
め
、

(

1

)

 

『
通
考
』
=
二
、

ま
ず
こ
の
貢
皐
新
制
の
内
容

『曾
要
』
選
準
三
、

『
玉
海
』

一
一
六
な
ど
に
も
み
え
る
が
、
こ
こ
で
は
最

も
詳
細
な
『
長
編
』
二
二

O

照
寧
四
年
二
月
丁
酉
朔
の
僚
に
援
る
。

「
長
編
』
の
一
該
嘗
記
事
は
、
二
つ
の
段
落
か
ら
成
っ
て
い
る
。

「中
書
言
う
」
に
始
ま
る
前
中
T

は
、
王
安
石
「
乞
改
科
僚
制
」
割
子
(
『王
文

公
文
集
三
三
〉
の
節
録
で
あ
り
、
後
牢
は
そ
の
中
書
の
上
奏
を
受
け
て
制
定
さ
れ
た
貢
奉
新
制
の
幾
つ
か
の
僚
項
を
、
恐
ら
く
大
幅
に
省
略

し
牧
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
安
石
の
訓
子
は
、
原
文
で
も
二
八

O
字
に
充
た
な
い
短
文
な
が
ら
、
改
革
の
方
向
性
と
基
本
事
項
を
明
示
し
た
、

一方、

後
牢
は
、
そ
の
改
革
案
を
貫
施
す
る
た
め
の
具
種
的
な
諸
規
定
で
あ
り
、
直
接
に
は
岡
山
寧
五
年
の

科
翠
史
上
、
重
要
な
内
容
を
も
っ
。

秋
賦
、
六
年
春
の
省
試
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
や
が
て
照
寧
十
年
、
活
鎧
ら
に
よ
っ
て
二
巻
、

一
七
二
僚
に
ま
と
め
ら
れ
る
照

- 22ー

寧
貢
翠
数
式
の
原
案
に
嘗
る
と
考
え
ら
れ
る
(
『
玉
海
』

一
一
六
、

『
長
編
』
二
八
四

同
年
八
月
笑
未)。

安
石
の
剖
子
が
提
示
す
る
改
革
は
、

(
一
)
準
士
科
の
試
験
を
鰹
義
中
心
に
改
め
る
こ
と

つ
一
〉
諸
科
の
段
階
的
贋
止

会
一
)
西
北
五

路
針
策
の
三
鈷
に
整
理
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
内
容
上
、
密
接
に
関
連
し
て
い
る
が
、
以
下
、
三
貼
に
針
躍
す
る
新
制
の
各
候
項
を
参
照
し
な
が

ら
、
改
革
案
の
狙
い
や
問
題
鈷
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
但
し
、
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
だ
が
、
安
石
の
最
終
構
想
は
、
科
翠
の
駿
止
、
挙
校
制

を
整
備
し
て
太
事
卒
業
生
を
官
僚
に
す
る
、
す
な
わ
ち
慶
麿
以
来
、
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
主
張
さ
れ
て
き
た
取
士
と
養
士
の

一
元

化
に
あ

っ
た
こ
と
を
こ
こ
で
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。
割
子
の
官
頭
で
「
古
の
取
士
は
皆
な
皐
校
に
本
づ
く
。
故
に
遁
徳
、

上
に
一
に
し
て
、

習
俗
、
下
に
成
り
、
其
れ
人
材
、
皆
な
世
に
篤
す
有
る
に
足
る
」
と
述
べ
、
三
代
の
皐
校
制
度
復
興
を
提
唱
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
単
な
る
文

飾
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
今
、
古
の
制
を
追
復
し
、
以
っ
て
其
の
弊
を
革
め
ん
と
欲
さ
ば
、
則
ち
其
れ
漸
無
き
を
患
う
」

と
、
性
急
な
嬰
革

を
戒
め
、
嘗
面
貫
現
可
能
な
改
革
の
第

一
歩
と
し
て
今
回
の
貢
暴
新
制
を
位
置
づ
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
上
奏
の
前
後
は
、
朝
野
翠
げ



て
の
反
射
を
押
し
切
り
、
強
引
に
新
法
諸
政
策
を
寅
現
さ
せ
て
い
る
時
期
だ
け
に
、
こ
の
慎
重
さ
は
、
安
石
が
科
奉
皐
校
改
革
を
よ
り
根
本
的

な
施
策
と
し
て
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

付

試

経

義

採

用

安
石
の
提
議
の
第
一
は
「
聾
病
封
偶
の
文
を
除
去
し
、
撃
者
を
し
て
以
っ
て
意
を
経
義
に
専
ら
に
せ
し
む
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
進
士
科
の
試

験
を
詩
賦
か
ら
経
義
に
替
え
る
こ
と
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
今
回
の
改
革
の
主
要
事
項
で
あ
り
、
既
に
幾
つ
か
の
専
論
で
明
ら
か
に
さ
れ

(
2〉

た
改
革
の
内
容
そ
の
も
の
に
つ
い
て
附
け
加
え
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
故
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
先
行
研
究
を
参
照
し
つ
つ
試
経
義
採
用
の
意
義

及
び
そ
の
影
響
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
る
。

さ
て
、
新
制
の
嘗
一
宮
傑
項
に
は
、
進
土
の
詩
賦
、
帖
組
、
墨
義
を
罷
め
、
経
義
、
論
、
策
を
課
す
こ
と
、
及
び
詩
、
書
、
易
、
周
曜
、
瞳
記

の
五
経
か
ら
一
程
を
本
経
と
し
て
選
揮
さ
せ
、
論
語
、
孟
子
を
余
程
に
す
る
と
あ
る
。
科
場
は
、
解
試
、
省
試
と
も
四
場
で
、

一
場
が
本
経
、

- 23ー

二
場
が
粂
経
の
大
義
各
十
道
を
問
う
。
答
案
は
義
・
理
の
逼
否
を
重
視
し
、
注
疏
に
全
面
的
に
依
る
必
要
の
な
い
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
ま

四
場
が
時
務
策
、
解
試
は
三
道
、
躍
部
試
は
五
道
を
出
題
す
る
。
従
来
、
準
土

(

3

)

 

科
は
、
詩
・
賦
・
論
各
一
首
、
策
五
道
、
論
語
の
帖
経
十
帖
、
春
秋
或
い
は
暗
記
の
墨
義
十
僚
を
課
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
経
義
、
論
、

策
に
蟹
更
し
た
理
由
は
、
政
治
に
縁
遠
い
文
皐
の
土
や
記
請
の
皐
ば
か
り
を
習
得
し
た
者
を
斥
け
、

る
。
よ
り
具
睦
的
に
は
新
法
建
行
に
不
可
依
な
人
材
の
確
保
が
狙
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。

た
中
書
は
別
に
大
義
式
を
撰
し
配
布
す
る
。
三
場
は
論
一
首
、

「
通
経
致
用
」
の
人
物
を
得
る
こ
と
に
あ

と
こ
ろ
で
、
経
義
重
視
は
、
決
し
て
安
石
濁
り
の
考
え
で
は
な
か
っ
た
。
照
寧
四
年
の
改
革
は
、
経
緯
か
ら
言
う
と
照
寧
二
年
四
月
の
「
議

皐
校
貢
拳
詔
」
に
糊
り
、
そ
の
論
議
の
中
で
概
ね
経
義
中
心
の
方
向
が
定
ま
っ
た
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。
神
宗
即
位
に
伴
う
新
し
い
機
運
を

(
4〉

感
じ
と
っ
た
官
僚
は
、
既
に
科
奉
の
弊
害
是
正
を
提
議
し
て
い
た
が
、
照
寧
二
年
、
事
貫
上
、
即
位
後
最
初
の
秋
賦
を
前
に
し
て
、
神
宗
は
閲

歳
貢
翠
と
三
歳
二
貝
の
得
失
な
ど
科
奉
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
側
近
と
話
し
合
っ
た
。
そ
の
結
果
、
正
式
に
詔
を
降
し
て
群
臣
に
貢
撃
の
法
を
議

485 
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御
史
蓋
、
三
司
、
三
館
の
臣
僚
に
射
し
て
一
箇
月

以
内
に
間
学
校
・
貢
奉
に
闘
す
る
考
え
を
上
呈
せ
よ
と
求
め
た
の
で
あ
る
。
詔
に
臆
じ
た
官
僚
の
う
ち
、
司
馬
光
、
韓
維
、
蘇
須
、
蘇
職
、
呂
公

著
、
劉
放
、
陳
裏
の
文
が
現
存
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
と
き
の
雁
詔
文
と
し
て
疑
わ
し
い
も
の
も
あ
る
が
、
論
議
の
大
凡
を
み
る
上
に
支

(

5

)

 

一障
は
な
い
。
こ
の
七
名
の
一意
見
は
、
具
怯
的
人
物
を
推
理
す
る
陳
裏
の
や
や
特
殊
な
例
を
除
く
と
、
次
の
三
つ
に
分
類
で
き
る
。
一
つ
は
、
詩

賦
駿
止
と
程
義
採
用
を
主
張
す
る
グ
ル
ー
プ
で
、
司
馬
光
、
呂
公
著
、
韓
維
が
こ
れ
に
麗
し
、
照
寧
元
年
、
主
に
同
学
校
か
ら
の
取
士
を
論
じ
た

三
月
九
日
)
、

四
月
二
十
二
日
、

雨
制
、

南
省
、

論
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
(『舎
要
』
選穆一

程
聞
や
詩
賦
の
腰
止
を
主
張
し
た
係
究
の
一
意
見
も
こ
れ
に
入
る
。
次
は
、
科
撃
の
弊
害
は
認
め
な
が
ら
も
、
そ
れ
は
法
制
上
の
依
陥
で
は
な
く

運
用
に
問
題
が
あ
る
か
ら
だ
と
し
て
制
度
の
主
旨
を
徹
底
さ
せ
る
よ
う
な
改
善
策
を
主
張
す
る
蘇
碩
で
、
第
一
と
次
の
第
三
を
折
衷
す
る
立
場

に
あ
る
。
第
三
が
改
革
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
劉
倣
、
蘇
輔
の
一意
見
で
あ
る
。
特
に
輯
の
論
は
頗
る
説
得
力
が
あ
り
、
紳
宗
も
一
時
、
改
革
を

断
念
し
か
か
っ
た
が
、
安
石
の
懸
命
な
反
論
で
気
を
取
り
直
す
と
い
う
場
面
も
あ
っ
た
(
『
逼
考
』
一
三
な
ど
)
。
蘇
棋
の
改
革
反
針
論
を
一
言
で

要
約
す
れ
ば
、
筆
記
試
験
は
人
材
を
抜
擢
す
る
手
段
と
し
て
元
来
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
替
わ
る
推
薦
制
が
、
請
託
な
ど
更

に
甚
し
い
弊
害
を
費
す
以
上
、
限
界
あ
る
筆
記
試
験
の
中
か
ら
難
貼
の
比
較
的
少
い
制
度
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
い
。
文
章
の
上
か
ら
言
え
ば
確

か
に
論
策
は
詩
賦
よ
り
政
治
に
関
連
あ
る
が
、
政
治
の
貫
際
に
あ
っ
て
は
詩
賦
、
論
策
と
も
に
「
無
用
」
な
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
よ
り
客

- 24ー

翻
的
採
貼
の
可
能
な
詩
賦
を
試
す
べ
き
で
あ
り
、
事
寅
、
建
園
以
来
百
年
除
り
、
名
あ
る
土
大
夫
は
殆
ど
全
員
、
詩
賦
を
も
っ
て
登
用
さ
れ
て

き
た
、

と
述
べ
る
。
同
様
な
翻
貼
か
ら
経
義
で
の
試
験
や
同
学
校
制
度
に
よ
っ
て
人
材
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
考
え
も
否
定
す
る
。
要
す
る
に
賦

「課
試
の
格
」
を
論
ぜ
よ
と
い
う
、
詔
が
設
定
し
た
論
議
の
枠
組
み
そ
の
も
の
を
問
題
に
し
、
制
度
が
現
質
に
運
用
さ
れ

た
場
合
議
想
さ
れ
る
結
果
を
先
取
り
し
て
論
じ
た
の
で
あ
る
。
輯
の
意
見
は
、
元
祐
年
間
、
蓄
法
黛
下
で
の
科
聞
事
政
策
に
影
響
を
興
え
る
こ
と

』土

「
敬
育
の
法
」

に
な
る
。

最
も
有
力
で
あ
っ
た
詩
賦
腰
止
、

経
義
採
用
論
の
代
表
は
司
馬
光
で
あ
る
。

麿
詔
と
い
う
性
格
上
、

論
議
の
内
容
は

嘗
然
限
定
さ
れ
る

が
、
司
馬
光
の
ほ
か
の
科
翠
関
係
の
上
奏
か
ら
推
し
て
、
基
本
的
に
は
こ
こ
で
も
持
論
を
展
開
し
た
と
理
解
し
て
よ
い
。

か
れ
の
諸
上
奏
に
共



(
6〉

遁
す
る
考
え
は
、
取
土
の
基
準
は
徳
行
が
第
一
で
次
に
鰹
術
、
三
番
目
が
政
事
で
塞
能
は
最
後
で
あ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
鞘
'
に
あ
る
。
し
か
し

公
正
を
期
す
た
め
客
観
テ
ス
ト
の
形
式
を
と
ろ
う
と
す
る
科
奉
で
は
、
徳
行
の
判
定
は
不
可
能
に
近
い
。
そ
こ
で
光
は
、
推
薦
制
や
保
母
制
と

筆
記
試
験
を
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
る
か
を
問
題
と
す
る
。
こ
の
と
き
の
上
奏
は
、
解
試
に
お
い
て
一
部
保
孝
制
を
導
入
し
、
省
試
で
準
士

は
経
義
策
三
道
、
子
史
策
三
道
、
時
務
策
三
道
を
課
し
、
明
経
、
諸
科
は
本
経
と
論
語
、
孝
経
の
大
義
四

O
道
、
明
鰹
の
み
時
務
策
三
道
を
加

え
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
準
土
科
の
詩
賦
及
び
帖
程
、
墨
義
を
慶
す
る
こ
と
な
ど
を
含
め
て
、
安
石
の
改
革
と
共
通
す
る
黙
が
多
い
。

新
法
、
奮
法
南
黛
の
劉
立
が
激
化
す
る
の
は
、
二
年
九
月
、
青
苗
法
施
行
の
前
後
か
ら
で
あ
り
、
五
月
の
段
階
で
は
ま
だ
官
界
に
改
革
へ
の

期
待
を
共
有
す
る
雰
圏
気
が
濃
か
っ
た
。
慶
暦
新
政
の
、
策
論
を
重
親
し
帖
経
、
墨
義
を
贋
す
る
科
事
改
革
は
貫
施
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
「
今
、

進
士
の
詩
賦
、
明
経
の
帖
義
、
治
民
経
園
の
術
に
於
て
は
了
に
闘
せ
ず
」

(
夜
間
褒
『
端
明
集
』
二
一
一
一

論
改
一科
場
僚
制
疏
)
と
の
認
識
は
、

こ
の
時

期
、
概
ね
一
般
化
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
貢
暴
新
制
は
、
黛
争
に
係
わ
り
な
く
、
照
寧
二
年
、
既
に
そ
の
基
本
方
針
を
決
定
し
て
い

た
と
言
え
よ
う
。
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試
経
義
採
用
に
つ
い
て
は
、
も
う

一
つ
の
背
景
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

仁
宗
朝
後
牢
、
経
書
解
緯
に
お
い
て
傍
統
的
な
注
疏
に
拘
束
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
大
腫
に
自
己
の
一
意
一
見
を
表
明
す
る
風
潮
が
現
わ
れ
て
き
た
と
い
う
、
思
想
界
の
新
し
い
朕
況
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
書
解
樟
を

(

7

)

 

「
五
経
正
義
」
に
劃
す
る
「
新
義
の
皐
」
と
呼
ぶ
と
す
れ
ば
、
進
土
に
鰹
義
の
試
験
を
と
の
主
張
は
、

「
新
義
の
皐
」
勃
興
の
科
奉
へ
の
反
映

「
春
秋
を
治
む
る
に
傍
注
に
惑
わ
さ
れ
ず
。
曲
読
を
矯
し
以
っ
て
経
を
観
さ
ず
。
其
の
言
、
簡
易
に
し
て
諸
侯
大
夫
の
功
罪
を
明

ら
か
に
」
し
た
孫
復
(
歓
陽
倫
『
居
士
集
』
二
七
孫
明
復
先
生
墓
奇
跡
銘
)
や
、
「
五
経
論
を
異
に
す
れ
ば
、
弟
子
之
れ
を
記
し
、

と
言
え
る
。

自
ら
胡
氏
口
義

と
鶏
」
し
た
胡
環
(
『
端
明
集
』
三
七
太
常
博
士
致
仕
胡
君
墓
誌
)
が
、
太
準
で
講
座
を
も
ち
、
し
か
も
大
い
に
人
気
を
博
し
た
こ
と
に
「
新
義
の

照
子
」
興
隆
の

一
端
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
照
寧
元
年
に
渡
し
た
劉
倣
の
『
七
経
小
停
』
に
コ
冗
一
肺
の
史
官
調
う
、
慶
暦
の
前
、
撃
者
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文
詞
を
向
び
、
多
く
章
句
註
疏
の
皐
を
守
る
。
散
に
至
り
始
め
て
諸
儒
の
設
に
異
に
す
」
(
兎
公
武
『
郡
据
閣
議
書
志
』
四
)
と
の
解
説
が
附
せ
ら
れ

る
こ
と
も
こ
の
聞
の
事
情
を
物
語
る
。
但
し
劉
倣
の
弟
倣
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
田
川
寧
二
年
の
貢
奉
論
議
に
改
革
反
射
論
を
唱
え
た
人
物
で
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あ
る
。
こ
の
兄
弟
は
、
共
に
慶
暦
六
年
の
進
土
に
及
第
し
、
倣
が
春
秋
祭
に
造
詣
深
く
『
劉
氏
春
秋
俸
』
な
ど
の
著
作
が
あ
る
の
に
針
し
、
放

は
特
に
史
皐
に
詳
し
く
『
資
治
通
鑑
』
漢
代
の
部
分
を
分
捨
執
筆
し
て
い
る
。
得
意
と
す
る
専
門
は
や
や
異
な
る
も
の
の
、
共
著
に
『
漢
室
目
標

ま
た
兄
の
『
公
是
集
』
に
附
け
た
放
の
序
や
同
じ
く
放
の
誌
し
た
倣
の
行
肢
か
ら
、
二
人
は
首
時
の
皐
術
潮
流
に
あ
っ
て
同
じ

注
』
が
あ
り
、

立
場
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
従
っ
て
照
寧
の
科
翠
改
革
が
「
新
義
の
忽
ご
興
隆
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
劉
飲
は
首
然
経
義

汲
で
あ
る
べ
き
で
、
こ
れ
は
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
放
の
「
貢
奉
議
」
を
謹
む
と
、
確
か
に
科
摩
は
奮
来
の
よ
う
に
文
詞
を
問

え
ば
よ
い
と
、
現
欣
を
肯
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
論
援
は
蘇
賦
同
様
、
人
材
を
得
る
か
否
か
は
制
度
に
依
っ
て
で
は
な
く
、
選
抜
す
る
人
物
の

如
何
に
係
わ
る
と
の
翻
粘
か
ら
の
肯
定
で
あ
る
。
制
度
の
依
陥
で
は
な
く
運
用
す
る
人
に
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
改
革
を
行
な

っ
て
も
必
ず
再
び
修
正
を
迫
ら
れ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
奮
制
を
維
持
す
る
に
如
く
は
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
或
い
は
、
文
詞
の
土
と
経
塾
の

士
は
異
な
る
が
、
利
様
で
誘
わ
れ
て
徳
性
か
ら
離
れ
る
貼
で
は
同
じ
だ
と
も
言
う
。
要
す
る
に
一
定
の
制
度
で
人
材
を
得
る
こ
と
の
限
界
を
認
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め
、
頻
繁
な
制
度
第
更
が
費
す
弊
害
の
方
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
諸
諸
を
喜
ん
だ
と
い
う
劉
飲
は
献
と
親
し
く
、
議
論
の
展
開
も
よ
く
似
て

お
り
、
詩
賦
の
土
と
経
義
の
土
の
ど
ち
ら
が
政
治
に
有
用
か
、
と
い
う
生
員
面
目
な
建
前
論
こ
そ
無
用
だ
と
す
る
論
法
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
「
新
義
の
皐
」
の
措
い
手
が
全
て
試
経
義
を
支
持
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
大
勢
と
し
て
み
る
な
ら
ば
、
新
儒
皐
興
隆
を
科
拳
改
革
の
背

景
に
想
定
し
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

詩
賦
に
替
え
て
経
義
を
問
い
、

し
か
も
注
疏
に
拘
わ
る
必
要
が
な
い
と
な
れ
ば
、
各
人
の
新
義
が
百
出
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
採
貼
す
る
側

は
何
を
も
っ
て
基
準
と
す
る
か
。
こ
こ
に
王
安
石
『
三
経
新
義
』
の
問
題
が
出
て
く
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
後
簡
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
、
次

に
試
経
義
採
用
が
現
寅
の
科
場
に
ど
の
よ
う
な
結
果
を
賀
し
た
か
を
み
よ
う
。
貢
翠
改
革
後
、
-
初
め
て
の
解
試
、
省
試
は
照
宮
T

五
、
六
年
に
行

わ
れ
る
が
、
寅
は
そ
こ
で
の
結
果
を
珠
見
さ
せ
る
よ
う
な
事
態
が
、
既
に
照
寧
三
年
の
殿
試
で
起
っ
て
い
た
。
前
年
の
貢
恕
論
議
に
力
を
得
た

か
ら
で
あ
ろ
う
、
神
宗
は
従
来
、
詩
賦
論
の
三
題
で
行
な
わ
れ
て
い
た
御
試
を
、
こ
の
と
き
策
聞
に
替
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
饗
更
は
突
然
の

(

8

)

 

こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
準
備
に
あ
た
っ
た
係
官
は
、
奏
名
準
士
が
席
に
着
く
と
い
つ
も
の
よ
う
に
瞳
部
の
韻
書
を
配
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
も



っ
と
も
神
宗
は
執
政
に
制
策
を
示
し
な
が
ら
「
劃
策
で
人
材
を
網
羅
で
き
る
と
は
思
わ
ぬ
が
、
詩
賦
よ
り
は
ま
し
で
あ
ろ
う
」
と
癖
解
じ
み
た

言
葉
を
渡
し
て
お
り
、
蘇
賦
ら
の
論
議
に
影
響
さ
れ
た
様
子
も
み
え
る
。
突
然
の
試
題
饗
更
は
受
験
者
を
驚
か
せ
た
が
、
採
黙
す
る
側
も
混
見

し
た
。
司
馬
光
の
『
日
記
』
に
よ
る
と
、
こ
の
と
き
の
考
官
は
、
初
考
官
が
韓
維
と
口
口
恵
卿
、
覆
考
官
が
宋
敏
求
と
劉
放
、
詳
定
官
が
臭
充
と

(
9〉

陳
裏
、
編
排
官
が
李
大
臨
と
蘇
輯
、
面
讃
官
が
陳
升
之
で
あ
り
、
か
れ
ら
の
聞
で
葉
租
治
の
評
債
が
大
き
く
分
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち

初
考
は
三
等
上
と
し
た
が
、
覆
考
で
宋
敏
求
、
劉
飲
が
五
等
中
に
降
し
、
編
排
官
は
第
三
と
し
、
紳
宗
が
陳
升
之
に
面
讃
さ
せ
漸
く
朕
元
に
決

(m〉

定
し
た
。
或
い
は
租
沿
を
第
一
に
推
し
た
の
は
ロ
ロ
恵
卿
と
も
い
う
。
こ
の
-
評
債
の
差
が
主
に
新
法
政
策
に
劃
す
る
立
場
の
違
い
か
ら
生
じ
た
こ

と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。

ず
」
「
忠
智
豪
傑
の
臣
と
合
謀
し
て
之
れ
を
鼎
新
す
」
な
ど
の
語
句
は
、
時
政
に
阿
課
し
た
も
の
と
非
難
さ
れ
、
か
れ
の
木
惇
(
『
宋
史
』
三
五

四
〉
は
、
「
性
、

狼
慢
、
誤
附
を
喜
ぶ
」

「
牟
利
、
顛
貨
を
以
っ
て
聞
こ
ゆ
」
な
ど
悪
評
に
満
ち
て
い
る
が
、
期
策
の
内
容
は
新
法
涯
に
と
っ
て

歓
迎
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
時
の
政
治
に
有
用
な
人
材
を
得
る
た
め
に
策
聞
を
採
用
す
る
以
上
、
科
零
が
政
争
に
直
接
巻
き
込

(

日

)

「
阿
時
す
る
者
多
く
高
等
に
在
り
、
汗
直
な
る
者
多
く
下
陳
に
在
り
」
と
の
評
慣
に

租
治
の
針
策
中
「
粗
宗
以
来
、

今
に
至
る
に
紀
綱
法
度
、

荷
簡
因
循
に
し
て
師
事
げ
ざ
る
者
、

誠
に
少
き
と
信
用
さ

ま
れ
る
事
態
は
避
け
難
い
が
、
司
馬
光
の
述
べ
る
結
論
、

つ
い
て
は
、
少
し
附
け
加
え
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
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劉
放
と
と
も
に
租
沿
の
期
落
を
主
張
し
た
蘇
献
は
御
試
の
最
終
結
果
が
出
る
と
、

(

ロ

〉
た
。
そ
の
「
表
」
の
中
で
、
拳
人
が
廷
試
改
一
革
の
員
意
を
理
解
せ
ず
、
直
言
を
避
け
「
阿
誤
順
旨
」
の
者
が
上
位
合
格
し
て
い
る
。
科
奉
の
答

案
は
世
論

へ
の
影
響
が
大
き
く
こ
う
し
た
事
態
は
坐
覗
で
き
な
い
と
し
、
そ
こ
で
「
模
範
答
案
」
を
書
い
て

「嘗
世
の
切
務
」
を
陳
べ
る
の
で

「
擬
進
士
封
御
試
策
」
を
書
い
て
不
満
の
意
を
表
明
し

と
執
筆
の
動
機
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
策
聞
の
一
句
一
句
を
引
用
し
つ
つ
自
分
の
考
え
を
披
躍
し
て

ゆ
く
が
、
そ
れ
は
新
法
塗
行
の
た
め
の
政
治
機
構
か
ら
始
ま
り
、
主
円
苗
法
、
均
轍
法
な
ど
こ
の
時
黙
で
行
な
わ
れ
て
い
た
新
法
の
諸
政
策
、
更

に
は
信
用
政
者
の
政
治
姿
勢
ま
で
、
新
法
瞳
制
を
員
正
面
か
ら
全
面
的
に
批
判
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
御
試
策
に
擬
す
る
と
い
う
形
を
借
り

て
、
よ
り
大
き
な
政
治
数
果
を
狙
っ
た
新
手
の
新
法
批
剣
と
も
理
解
で
き
る
が
、
同
時
に

「
阿
諌
順
旨
」
の
葉
組
治
批
剣
で
あ
っ
た
こ
と
は
誰

天
子
は
直
言
を
容
れ
て
欲
し
い
、
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携
の
議
以
来
、

の
自
に
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
ろ
う
。
献
は
前
年
の
秩
に
、
園
祭
解
試
の
試
官
と
し
て
安
石
専
権
を
風
刺
す
る
策
聞
を
出
題
し
て
お
り
、
翠
校
貢

何
か
に
つ
け
て
の
改
革
批
判
は
安
石
を
痛
く
刺
激
し
て
い
た
が
、

そ
れ
は
さ
て
措
き
、

そ
の
献
が
後
牢
、

葉
租
治
へ
の
弾
劾

490 

に、

鼎
護
と
は
い
え
な
い
が
異
議
を
唱
え
た
こ
と
が
あ
る
。
元
祐
二
年
十
月
、
組
治
を
兵
部
員
外
郎
か
ら
集
賢
校
理
躍
部
郎
中
に
昇
進
さ
せ
る

命
に
劃
し
、
給
事
中
越
君
錫
が
、
曾
て
封
策
に
お
い
て
宗
廟
を
議
制
し
た
人
物
で
あ
る
と
の
理
由
で
反
射
を
し
た
。
こ
の
と
き
拭
は
劉
彼
と
と

も
に
租
沿
の
針
策
を
引
用
し
つ
つ
、

撃
術
浅
暗
で
議
論
者
鯵
と
言
う
べ
き
で
宗
廟
議
制
は
誤
り
だ
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
(
参
定
葉
租
治
廷
試
策

欣

『
文
集
』

二
八

奏
議
)。

同
じ
第
二
朕
で
は
粗
沿
が
針
策
中
の
、
都
合
の
悪
い
部
分
を
隠
し
て
自
己
鼎
護
し
て
い
る
と
述
べ
、
相
襲
わ
ら
ず

厳
し
く
射
し
て
い
る
が
、
職
、
放
の
態
度
か
ら
、
こ
の
時
代
の
批
判
、
弾
劾
は
、

激
し
い
言
葉
遣
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
批
判
す
る
針
象
を
客

「
時
政
に
阿
設
し
た
」
か
否
か
は
、
立
場
の
違
い
で
全
く
逆
の
評
債
に
な
る
が
、

観
的
に
み
よ
う
と
す
る
徐
裕
の
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
得
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
そ
う
し
た
中
で
の
批
判
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
照
寧
三
年
の
科
奉
に
省
元
、
殿
試
は
第
五
で
合
格
し
た
陸
佃
の
御
試
針
策
が
存
し
て
い
る
(
『陶
山
集』

九
)
。
陸
佃
は
安
石

の
経
皐
上
の
弟
子
と
言
わ
れ
、
小
論
に
お
い
て
も
動
向
の
気
に
な
る
人
物
の
一
人
で
あ
る
が
、
列
俸
(
『
宋
史
』

三
四
三
)
に
記
さ
れ
た
行
黙
と

こ
の
針
策
を
比
べ
る
と
、
先
の
司
馬
光
の
評
語
は
あ
る
一意一
味
で
肯
定
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
く
る
。
陸
佃、

{子
は
農
師
、
越
州
山
陰
の
人
。

南
宋
の
詩
人
陸
携
は
そ
の
孫
で
あ
る
。
本
俸
に
よ
れ
ば
、
若
い
頃
、
貧
困
の
中
で
苦
皐
し、

金
陵
に
赴
い
て
安
石
か
ら
鰹
を
授
け
ら
れ
た
。
や

「
法
、
善
か
ら
ざ
る
に
非
ず
。
但
し
推
行
、
初
一
意
の
如
き
能
わ
ず
、
還
て
民
を
擾

す
を
篤
す
。
青
苗
の
如
き
は
是
れ
な
り
」
と
答
え
、
安
石
を
驚
か
せ
た
。
登
第
後
、
安
石
は

「
佃
、
己
に
附
せ
ざ
る
を
以
っ
て
、
専
ら
之
れ
に

が
て
雁
同
事の
た
め
上
京
し
、
新
政
に
つ
い
て
関
わ
れ
る
と
、

経
術
を
付
し、

復
た
答
る
に
政
を
以
っ
て
せ
ず
」
と
、

謬
術
上
の
弟
子
と
し
て
遇
し
た
と
あ
る
。
安
石
の
皐
問
と
人
と
な
り
を
理
解
し
、
新
法

の
理
念
に
つ

い
て
は
賛
同
し
つ
つ
も
、
そ
の
質
施
に
つ
い
て
は
批
判
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
陸
佃
の
針
策
は
.
と
う
で
あ
っ
た
の
か
。
ま

を
述
べ

よ、

ず
策
問
を
要
約
す
る
と
、
詩
、
書
に
み
え
る
三
代
の
治
を
質
現
す
る
た
め
に
、
現
今
の
政
治
が
抱
え
る
問
題
の
解
決
策
及
び
そ
の
施
行
の
次
第

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
自
由
課
題
に
近
い
こ
の
設
問
に
劉
し、

陸
佃
の
針
策
は
、
前
牢
で
古
典
を
引
用
し
な
が
ら
理
想
的
な
政
治



が
行
な
わ
れ
る
状
態
に
つ
い
て
説
明
し
、

後
半
、

今
、
帰
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
ゆ
く
、
論
は
終
始
抽
象
的
で
具
睡
性
に
乏
し
い
が
、
そ
の
中
の
「
陛
下
の
意
、
至
誠
、
側
但
求
治
の
志
有
り
。

安
石
に
述
べ
た
言
葉
と
素
直
に
結
び
つ
か
な
い
。

こ
れ
に
近
い
朕
況
が
唐
に
は
み
ら
れ
た
と
し
て
律
令
官
制
、
均
田
制
な
ど
に
燭
れ
つ
つ
、

而
し
て
其
の
創
設
の
法
、

叉
た
己
に
良
し
」
と
い
う
新
法
肯
定
の
語
句
は
、

上
京
の
折
、

確
か
に
新
法
貫
施
を
特
に
褒
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
績
け
て
、
良
法
で
あ
る
か
ら
着
買
に
、
慎
重
に
、
人
材
を
得
て
質
施
せ
よ
と
述
べ
る

の
で
あ
る
か
ら
、
先
の
言
葉
と
大
き
く
事
離
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
賓
施
さ
れ
て
い
る
新
法
へ
の
批
判
め
い
た
言
僻
は
一
切
書
か
れ
て
い
な

ぃ
。
蘇
輔
の
よ
う
な
激
烈
な
批
判
は
む
ろ
ん
期
待
で
き
な
い
が
、
問
題
の
核
心
が
ど
こ
に
あ
る
か
適
確
に
把
握
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
陸
佃
の

答
案
に
そ
う
し
た
記
述
が
全
く
み
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
や
は
り
封
策
と
い
う
場
が
筆
先
を
鈍
ら
せ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
南
宋
初
、
曾
惜
の
「
照

土
人
、
得
失
を
計
り
較
べ
、
山
一
旦
敢
え
て
時
政
を
極
言
し
、
自
ら
瓢
落

寧
、
殿
試
改
め
て
策
を
用
い
、
詩
賦
に
比
べ
有
用
と
謂
う
は
、
知
ら
ず
、

を
取
ら
ん
や
」

(
『
高
鷲
漫
録
』)
と
の
評
は
、
概
ね
受
賞
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
う
し
た
事
情
は
、
試
経
義
に
お
い
て
も
同
様
で

- 29一

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。。

試
鰹
義
と
科
場

試
経
義
採
用
の
影
響
の
第
一
は
、
科
場
に
太
同
月
干
の
師
弟
関
係
が
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
田
川
寧
五
年
の
秋
試
を
前
に
、
知
制
詰
粂
剣
躍

部
貢
院
の
王
盆
柔
は
、
本
経
を
五
道
、
論
語
、
孟
子
を
各
三
遁
に
減
ず
る
よ
う
要
請
し
(
『
長
編
』
二
三
四
六
月
美
亥
〉
、
林
希
『
野
史
』

r、、
-司

長

編』一一一一一七

八
月
戊
戊
の
篠
所
引
)
に
擦
れ
ば
、

願
い
は
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
の
程
義
問
題
数
削
減
に
つ
い
て
林
希
は
、
以
前
か
ら
安
石

の
子
穿
に
従
皐
し
て
い
た
外
舎
生
練
亨
甫
が
、
太
翠
春
試
に
下
等
の
成
績
で
あ
っ
た
こ
と
が
切
っ
掛
け
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
優
等
を
務

想
し
て
い
た
安
石
は
、
管
勾
園
子
監
張
琉
ら
を
詰
問
し
て
亨
甫
が
九
問
し
か
解
答
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
知
り
、
出
題
数
を
五
聞
に
削
減
し
た

491 

と
い
う
の
で
あ
る
。
亨
甫
は
そ
の
結
果
、
秋
試
を
一
位
で
通
過
し
た
。
事
の
員
偽
は
と
も
か
く
、
こ
の
話
は
、
安
石
父
子
の
門
生
と
太
築
、
科

事
の
関
係
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
照
寧
四
年
十
月
、
貢
奉
改
革
に
績
け
て
太
皐
に
三
舎
法
が
施
行
さ
れ
、
皐
術
、
品
行
の
卓
越
し
た
祭
生
を
抜
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試
校

書
郎
睦
州
推
官
郡
州
州
島
十
数
授
と
な
っ
た
の
が
五
年
八
月
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
首
時
の
皐
官
は
、
安
石
の
門
人
、
友
人
が
多
く
、
間
学

受
験
者
は
太
摩
に
走
っ
た
。

(

日

)

十
月
戊
辰
〉
。

そ
の
最
-
初
の
ケ
I
ス
と
し
て
太
皐
生
葉
通
が
進
士
及
第
を
賜
わ
り

擢
、
除
官
す
る
旨
が
明
示
さ
れ
た
(
『
長
編
』

一一一

一七

官
の
縁
故
が
合
格
の
早
道
と
、

葉
通
の
任
官
は
こ
の
傾
向
を

一
一
層
助
長
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
前
記
『
野
史
』

は
、
五
年
の
秋
試
に
、
園
子
監
解
試
の
合
格
者

一
五

O
人
中
、

一
三
O
人
が
、
同
じ
く
開
封
府
試
二
六

O
人
中
、
二

O
O鈴
人
が
諸
家
門
生
で

あ
っ
た
と
記
す
。
直
講
ら
は

「
此
れ
自
り
科
事
を
罷
め
、
但
、
太
皐
春
秋
雨
試
を
用
い
、
上
等
を
占
む
る
所
、
葉
遁
の
如
く
、
直
ち
に
除
す
る

に
官
を
以
っ
て
せ
ん
」
と
豪
語
し
た
と
言
う
。
し
か
も
照
寧
八
年
、
開
封
府
解
額
三
三
五
名
、
太
宰
解
額

一
六

O
名
は

「
通
計
取
人
」
、
す
な

わ
ち
開
封
府
、
太
皐
の
受
験
生
を

一
グ
ル
ー
プ
に
し
て
成
績
順
に
上
か
ら
四
九
五
名
を
合
格
と
し
た
後
、
元
豊
二
年
、
再
び
府
・
皐
解
額
を
分

離
し
、
今
度
は
開
封
府

一
O
O名
に
針
し
、
太
皐
は
五

O
O名
と
、
大
量
の
割
り
嘗
て
を
得
た
(
『長
編
』
一
一一
O
一

さ
に
林
希
の
言
う
よ
う
に
「
是
に
於
て
土
心
憧
催
し
、
惟
、
諸
皐
の
門
に
出
づ
を
得
ざ
る
を
恐
る
」
紋
況
が
出
現
し
た
。
こ
れ
に
劉
し
て
御
史

資
廉
は
、
試
験
官
が
自
分
と
同
じ
見
解
の
答
案
に
甘
く
な
る
の
は
人
情
で
あ
る
か
ら
、
息
ナ
官
を
試
験
官
に
任
命
す
る
慣
例
を
止
め
る
よ
う
提
言

元
盟
二
年
十
二
月
戊
成
)
。
ま

す
る
な
ど
(
『
長
編
』
二
九
O

元
盟
元
年
七
月
丁
酉
)
、

政
府
と
し
て
も
太
皐
の
師
弟
関
係
へ
の
封
策
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
元
豊
二
年

- 30ー

の
太
同
盟
十
の
獄
は
、
こ
う
し
た
欣
況
の
中
で
起
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
試
鰹
義
採
用
の
影
響
の
第
二
に
、
太
皐
の
粛
正
を
考
え
て
み
る
。

(
U
H
)
 

獄
の
瑳
端
は
、
元
豊
元
年
十
二
月
、
建
州
郷
貢
進
士
虞
蕃
が
畳
間
鼓
を
叩
き
、
太
与
の
現
献
を
告
渡
し
た
こ
と
に
あ
る
。
蕃
は
、
講
官
が
太

同
学
の
試
験
で
不
正
を
行
な
い
、
向
学
生
の
及
落
が
情
買
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
と
し
、
更
に
習
皐
紋
況
に
つ
い
て
、
天
子
が
夜
明
け
前
か
ら
政

務
に
蹴
ん
で
い
る
の
に
講
官
は
十
時
に
な
ら
ぬ
と
出
議
せ
ず
、
十
二
時
に
は
も
う
退
出
し
し
か
も
休
講
が
多
い
。
天
子
は
激
務
の
な
か
な
お

数
年
な
ら
ず
し
て
詩
粧
を
誼
了
し
て
い
る
の
に
議
官
は
周
躍
を
講
ず
る
に
七
年
か
か
っ
て
や
っ
と
四
巻
ま
で
で
あ
る
。
ま
た
道
徳
の
中
心
だ
と

し
て
必
修
に
し
た
論
語
、
孟
子
は
未
だ
に
講
誼
が
始
ま
ら
な
い
云
々
、
と
事
細
か
に
弾
奏
し
た
。
こ
の
上
書
を
重
視
し
た
紳
宗
は
開
封
府
に
調

や
が
て
案
件
は
御
史
蓋
に
移
さ
れ
、

二
年
五
月
、

参
知
政
事
元
締
が
、
族
孫
伯
虎
の
太
皐
内
合
生
へ
の
升
補
を
摩
官
に
頼
み
込
ん

査
を
命
じ
、

だ
責
を
問
わ
れ
て
知
事
州
に
縛
出
さ
せ
ら
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
十
一
月
ま
で
二
二
名
が
虚
罰
さ
れ
る
事
態
に
護
展
し
た
。

こ
の
中
に
は
厚
生



か
ら
竹
箪
、
陶
器
を
贈
ら
れ
、
内
舎
生
の
升
補
に
不
正
が
あ
る
と
さ
れ
た
管
勾
園
子
監
沈
季
長
、
属
官
の
監
督
不
行
届
を
責
め
ら
れ
た
剣
園
子

監
黄
履
及
び
生
員
張
育
か
ら
銀
、
綾
を
受
け
た
と
さ
れ
た
聾
原
ら
五
名
の
直
講
が
含
ま
れ
、
後
簡
で
み
る
よ
う
に
安
石
門
下
の
名
前
が
数
多
く

(

日

〉

血
や
っ
て
い
る
。
劉
撃
の
言
に
よ
る
と
、
こ
の
事
件
に
関
連
し
て
巌
し
く
追
求
さ
れ
た
者
は
侍
従
か
ら
州
問
師
事
子
に
至
る
ま
で
無
慮
数
百
千
、
遠

か
れ
自
身
は
起
獄
に
批
剣
的
で
あ
っ
た
。
虞
蕃
の
上
書
は
科
奉
落
第
の
怨
み
が
動
機
で
、
御
史
の
推

く
は
闘
呉
の
地
ま
で
及
ん
だ
と
い
う
が
、

治
も
勘
官
何
正
臣
ら
が
成
績
を
上
げ
る
た
め
殊
更
苛
酷
に
な
っ
た
と
し
、
皐
官
が
畢
生
か
ら
贈
物
を
受
け
た
こ
と
は
確
か
に
巌
密
に
は
法
律
違

集
』
四

反
だ
が
、
そ
れ
ら
も
茶
薬
紙
筆
な
ど
弟
子
が
師
に
見
え
る
躍
の
範
圏
内
で
あ
り
、
賦
罪
に
す
る
の
は
誤
り
だ
と
寛
罪
を
強
く
主
張
し
た
(
『
忠
粛

論
太
皐
獄
奏
)
。
同
様
の
見
解
は
、
獄
の
前
に
太
皐
を
離
れ
、
経
鐘
に
侍
し
て
い
た
陸
佃
が
一
脚
宗
に
語
っ
た
言
葉
の
中
に
も
み
え
て
い
る

元
盟
五
年
五
月
葵
未
の
僚
割
注
〉
。
新
奮
雨
黛
汲
か
ら
緯
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
確
誼
は
な
い
が
、
新
法
黛
の
反
安

(『長編』一一一一一六

石
涯
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
し
か
し
起
獄
、
推
治
の
貫
情
は
ど
う
で
あ
れ
、
元
豊
二
年
十
二
月
に
太
皐
三
舎
・
選
・
察
・

升
補
の
法
が
整
備
さ
れ
、
永
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
取
土
と
養
土
の
一
致
に
向
け
て
、
皐
制
を
正
に
始
動
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
時
期
だ
け
に
、

太
皐
の
粛
正
は
十
分
必
然
性
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
考
官
の
主
観
が
入
り
や
す
い
経
義
、
論
、
策
を
試
題
と
し
た
以
上
、
情
買
に
よ
る

弊
害
は
そ
の
穿
か
ら
摘
み
と
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
獄
は
不
可
避
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
結
果
、
皐
官
、
皐
生
の
面

(

日

〉

曾
禁
止
の
よ
う
な
行
き
過
ぎ
た
規
定
も
作
ら
れ
た
が
、

- 31ー

「
土
子
奔
競
の
風
、
少
し
く
挫
か
る
」
(
『
東
軒
筆
録
』
六
)
肢
況
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。

鰹
義
試
題
を
め
ぐ
る
問
題
の
最
後
に
、
本
経
の
合
格
率
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
く
。
雁
試
者
は
五
経
か
ら
一
鰹
を
選
揮
す
る
の
だ
が
、
各
経

田
川寧
五
年
六
月
笑
亥
、
四
場
制
を
述
べ
る
記
事
中
に

各
々
一
場
を
分
ち
考
校
し
、
考
畢
れ
ば
衆
官
、
高
下
去
留
を
参
定
す
」
と
あ
り
、
四
場
そ
れ
ぞ
れ
別
に
採
黙

し
、
そ
れ
ら
採
黙
官
(
衆
官
)
が
集
議
し
て
合
否
順
位
を
決
め
て
い
る
。
従
来
の
逼
場
去
留
制
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
で
あ
る
と
、
各
経
合
格
者
数

が
不
均
等
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
元
豊
元
年
、
御
史
責
廉
は
、
こ
の
是
正
を
求
め
た
。
か
れ
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
照
寧
八
年
の
解
試
は
一
巡
鰹
護

解
の
人
数
が
均
し
く
な
く
、
別
試
所
の
例
で
言
う
と
、
詩
経
を
治
め
た
者
が
四
J
五
割
合
格
し
て
い
る
の
に
、

書
経
は
僅
か
一
割
で
あ
っ
た
。

の
及
第
者
数
は
ど
の
よ
う
に
調
整
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
試
官
、

『
長
編
』
二
三
四

一
人
の
試
巻
毎
に
、

493 



494 

そ
こ
で

「
今
自
り
、
逐
経
内
に
て
各
々
取
人
の
分
数
を
定
め
ん
」
と
乞
う
た
の
で
あ
る
(
『舎
要
』
選
摩
三

七
月
二
十
五
日
、
『
長
編
』
二
九
O

七

月
了
酉
)
。

こ
の
上
言
に
射
す
る
詔
が
前
後
し
て
二
つ
出
さ
れ
た
。
一
つ
は
、
黄
廉
の
言
に
捕捌
い
て
記
さ
れ
る
「
詔
す
。
今
自
り
在
京
護
解
並
に
南
省
考

試
、
詩

・
易
は
各
々
三
分
を
取
り
、
書
は
二
分
、
周
峰

・
雄
記
は
二
分
を
通
取
す
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
八
月
十
三
日
の
詔
「
在
京
護
解

の
進
土
、
試
に
入
る
人
数
に
擦
り
解
額
を
立
定
す
。
治
む
る
所
の
紐
に
随
い
十
分
を
以
っ
て
率
と
信
用
し
、
均
し
く
之
れ
を
取
れ
。
躍
部
、
此
れ

に
準
ず
」
(
『
長
編
』

ニ
九
一

八
月
甲
寅
)
と
い
う
在
京
解
試
、
省
試
の
各
組
合
格
率
を
均
し
く
す
る
と
い
う
措
置
で
あ
る
。

「
逐
控
均
取
」
の

後
者
が
、
そ
の
後
の
原
則
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

と
す
れ
ば
前
者
は
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
通
考
』
一
一
一

一
に
は
同
文

を
「
:
:
:
詩
・
易
は
悉
く
三
分
を
占
め
、
書
は
二
分
、
周
躍

・
雄
一記
は
通
じ
て
二
分
」
と
記
し
、
こ
の
分
数
が
解
額
、
省
額
に
占
め
る
各
組
合

格
人
数
の
割
合
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
『
舎
要
』

『
長
編
』
の
記
述
で
も
詩

・
易
を
「
各
取
」
、
二
穫
を
「
通
取
」
と
区
別

し
て
い
る
か
ら
、
分
数
を
も
し
各
組
内
の
合
格
率
と
す
る
と
こ
の
区
別
は
意
味
が
な
く
な
る
。
や
は
り
合
格
者
総
数
に
占
め
る
各
経
の
割
合
で

あ
る
。
恐
ら
く
照
寧
八
年
の
解
試
の
各
組
麿
試
者
数
を
分
母
に
す
る
と
、
そ
の
分
数
で
ほ
ぼ
均
等
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
八
月
十
三
日
に

- 32ー

な
り
各
組
ご
と
の
合
格
率
を
均
し
く
す
る
こ
と
に
控
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
元
盟
四
年
十
二
月
、
知
謀
院
朱
服
が
「
分
経
均
取
」
の
法

を
罷
め
、
五
経
今
一
聞
の
答
案
を
合
わ
せ
「
義
理
文
僻
を
以
っ
て
高
下
去
留
と
魚
す
一
ょ
う
要
請
し
た
が
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
(
『
長
編
』

三一一一

十
二
月
甲
寅
)
。

と
こ
ろ
が
合
格
率
を
均
し
く
し
て
も
経
に
よ
る
麿
試
者
数
の
偏
り
は
無
視
で
き
ぬ
程
と
な
り
、
特
に
周
峰
、
躍
記
が
敬
遠
さ
れ

た
た
め
、
特
例
と
し
て
他
経
の
倍
の
合
格
率
に
し
た
(
『
長
編
』
二
九
九

元
盤
二
年
八
月
辛
酉
〉
。
後
の
時
代
に
な
る
が
、

南
宋
の
紹
興
年
問
、
組

義
進
士
の
艦
記
、
周
躍
の
臨
応
募
者
が
少
く
、
封
躍
に
苦
慮
し
て
い
る
記
事
な
ど
を
目
に
す
る
と
膿
の
不
人
気
は
後
世
ま
で
綴
い
て
い
た
よ
う
で

(

口

)

あ
る
。以

上
、
詩
賦
、
帖
程
、
墨
義
か
ら
経
義
、
論
、
策
へ
の
算
化
が
惹
き
起
し
た
幾
つ
か
の
間
題
を
み
て
き
た
。

「
客
観
試
験
」
か
ら
「
主
観
試

験
」
へ
の
嬰
更
と
も
言
え
る
安
石
の
改
革
は
、
出
題
者
や
採
貼
者
の
考
え
が
直
接
合
否
に
影
響
を
輿
え
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
た
め
、

様
々



(

四

)

の
問
題
を
抱
え
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

伺

諸
科
底
止
と
五
路
針
策

次
に
改
革
事
項
の
第
二
勲
、
明
経
・
諸
科
の
慶
止
に
つ
い
て
み
る
。
安
石
の
割
子
に
「
明
経
及
び
諸
科
は
贋
罷
を
行
な
い
、
元
解
せ
る
明
経

の
人
数
を
取
り
、
増
し
て
進
士
を
解
せ
ん
こ
と
を
欲
す
。
一
次
の
科
場
を
侯
つ
を
更
る
に
及
び
て
は
、
諸
科
新
人
の
麿
拳
を
許
さ
ず
、
漸
く
準

土
に
改
習
せ
し
め
ん
」
と
述
べ
る
事
柄
で
あ
る
。
明
経
は
照
寧
五
年
の
解
試
か
ら
即
底
止
、
そ
の
他
の
諸
科
は
、
一
回
を
従
来
通
り
の
規
定
で

行
な
い
、
岡
山
寧
八
年
の
解
試
か
ら
は
新
規
受
験
を
認
め
ず
、
そ
れ
迄
諸
科
に
鷹
じ
た
こ
と
の
あ
る
者
だ
け
に
受
験
を
許
す
と
い
う
漸
減
策
が
と

省
額
は
進
士
に
充
嘗
す
る
が
、
移
行
措
置
を
伴
う
諸
科
の
場
合
、

具
瞳
的
に
ど
う
封
慮
し
た
の

(
川
口
〉

か
、
貢
拳
新
制
の
記
述
‘か
断
片
に
過
ぎ
る
た
め
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
そ
の
大
略
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
、
詳
細
は
後
考
を
待
つ
。
ま

ず
解
試
は
、
照
寧
二
年
の
明
鰹
護
解
数
を
進
士
に
回
し
、
奉
人
(
進
土
科
受
験
者
か
〉
が
照
寧
二
年
よ
り
多
い
場
合
は
十
人
増
す
ご
と
に
諸
科
の

解
額
一
名
を
進
士
に
回
す
。
但
し
諸
科
解
額
が
三
人
に
及
ば
ぬ
慮
は
蓄
に
依
る
を
許
す
。
ま
た
明
経
合
格
者
の
無
い
慮
は
、
進
土
科
鷹
募
者
が

二
十
入
場
す
ご
と
に
諸
科
の
解
額
一
名
を
準
土
に
回
す
。
次
に
躍
部
奏
名
で
は
、
諸
科
の
解
額
(省
額
?
〉
の
十
分
の
三
を
準
土
省
額
に
回
し
、

京
東
・
快
西
・
河
北
・
河
東
・
京
西
の
全
て
の
進
士
と
開
封
府
・
園
子
監
及
び
諸
路
の
諸
科
か
ら
進
士
科
に
獲
更
し
た
準
土
は
別
枠
で
考
査
す

る
。
安
石
の
言
を
参
照
す
る
と
、
新
た
に
準
土
科
に
回
し
た
、
諸
科
省
額
の
十
分
の
三
が
そ
の
特
別
枠
に
嘗
る
と
思
わ
れ
る
。

ら
れ
た
。
底
止
さ
れ
た
明
経
諸
科
の
解
額
、
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明
経
と
は
、
仁
宗
嘉
一
茄
二
年
十
二
月
に
設
置
さ
れ
た
所
謂
「
嘉
一
筋
明
経
科
」
の
こ
と
で
、
諸
科
の
一
つ
で
あ
る
が
、
記
諦
ば
か
り
が
問
わ
れ

る
従
来
の
諸
科
に
劃
し
、
経
義
を
問
う
こ
と
で
土
人
に
経
典
の
習
得
を
促
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
経
を
大
・
中
・
小
の
三
経
に
分
け
、
大

経
は
躍
記
、
左
停
、
中
経
は
毛
詩
、
周
躍
、
儀
躍
、
小
経
は
周
易
、
尚
書
、
穀
梁
俸
、
公
羊
俸
と
し
、
大
中
小
程
よ
り
一
鰹
づ
っ
選
揮
さ
せ
、

(

却

〉

三
経
か
ら
墨
義
、
大
義
各
十
道
(
三
年
三
月
に
二
十
道
に
改
め
る
〉
、
論
語
、
孝
鰹
か
ら
帖
経
十
道
、
策
三
道
を
八
場
に
分
け
て
課
し
た
。
嘗
時
、

開
封
府
、
園
子
監
の
解
額
は
、
準
士
科
が
そ
れ
ぞ
れ
二
一

O
名、

495 

一
O
O名
、
諸
科
が
一
六

O
名、

一
五
名
で
あ
っ
た
の
に
劃
し
、
明
鰹
に
割
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り
嘗
て
ら
れ
た
額
は
各
一

O
名
と
多
く
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
明
経
科
設
置
は
「
新
義
の
皐
」
の
捨
い
手
た
ち
に
大
き
な
希
望
を
抱
か
せ

た
。
胡
環
の
弟
子
徐
積
は
、
侍
御
史
越
弥
へ
の
書
簡
の
中
で
「
議
論
す
る
者
、
以
篤
ら
く
、
此
の
科
、
之
れ
を
行
な
う
こ
と
十
年
に
し
て
古
人

の
察
、
以
っ
て
復
す
ベ
し
、
而
し
て
雛
轟
築
刻
の
率
、
以
っ
て
厳
す
ベ
し
。
此
れ
量
天
下
の
一
帽
に
非
ざ
る
や
。
山
一旦
首
問
世
の
一
帽
に
非
ざ
る
や
'
」
と

(

幻

)

明
鰹
へ
の
期
待
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
明
経
科
は
膳
試
者
に
記
請
で
は
な
く
経
義
を
要
求
し
て
設
け
ら
れ
た
科
目
で
あ
り
、
目
的
に
お

い
て
改
革
後
の
準
土
科
と
重
復
す
る
の
で
、
町
底
止
さ
れ
解
額
は
準
士
科
に
因
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

明
経
に
針
し
、
従
来
の
諸
科
の
取
扱
い
は
そ
う
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
は
、
安
石
の
提
議
の
第
三
黙
、

し
て
い
る
の
で
、
以
下
併
わ
せ
て
考
え
る
。

五
路
針
策
と
密
接
に
関
連

段
階
的
に
せ
よ
諸
科
が
贋
止
さ
れ
る
こ
と
は
、
特
に
北
方
の
土
人
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
で
あ
っ
た
。
嘗
時
の
論
議
の
中
で
、
た
び
た
び
繰

(

幻

〉

り
返
さ
れ
る
テ
l
マ
に
、
南
人
が
進
士
合
格
者
の
多
数
を
占
め
る
地
域
的
不
均
衡
を
ど
う
解
消
す
る
か
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
田
川
寧
二
年
三
月
、

今
回
の
改
革
の
護
端
と
な
っ
た
輔
臣
と
の
針
話
の
中
で
榊
宗
も
、
「
西
北
の
人
材
多
く
駿
さ
る
」
と
述
べ
、
そ
の
善
慮
を
要
求
し
て
い
る
。
言

う
ま
で
も
な
く
、
時
人
の
認
識
は
「
進
土
の
翠
業
文
賦
、
唯
、
間
窃
・
江
漸
の
人
の
長
ず
る
所
。
南
省
に
至
れ
ば
則
ち
西
北
の
人
と
一
盛
に
糊
名
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上
神
宗
乞
設
特
摩
之
科
分
路
考
絞
取
『
園
朝
諸
臣
奏
議
』
八
O
〉
と
、
南
人
は
詩
文
に

ひ
と
し

巧
み
で
あ
る
か
ら
進
士
合
格
者
が
多
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
「
東
南
の
進
士
、
西
北
の
諸
科
、
則
ち
数
は
略
ぼ
相
時
」
(
孫
究

註〈
4
)
参
照
〉
と
言
わ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
詩
賦
の
南
人
に
鈎
し
鰹
皐
の
北
人
と
考
え
れ
ば
、
進
土
科
試
題
の
詩
賦
か
ら
経
義
へ
の
饗
更
と
、

(

幻

)

諸
科
の
厳
止
は
、
南
人
、
北
人
整
方
の
利
害
を
相
殺
す
る
措
置
と
理
解
で
き
な
い
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
賞
情
は
全
く
遣
っ
て
い
た
。
そ
の
開

通
考
す
。
故
に
西
北
の
人
、
進
む
を
得
る
者
少
し
」
(
活
純
仁

の
事
情
は
神
宗
と
側
近
の
劉
話
か
ら
窺
え
る
。

『
長
編
』

二
二
三

照
寧
四
年
五
月
丙
申
の
僚
に
は
、
京
東
の
兵
が
精
惇
で
あ
る
こ
と
、

土
大
夫
に
法
令
を
習
熟
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と

な
ど
を
論
ず
る
紳
宗
、
文
彦
博
、
臭
充
ら
の
言
を
載
せ
る
が
、
そ
の
中
で
、
京
東
の
皐
へ
の
論
及
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
文
彦
博
は
「
済

・
魯
の

諸
生
、
常
に
諦
粧
を
以
っ
て
業
と
魚
す
。
近
ご
ろ
朝
廷
、
科
場
を
澄
改
す
る
を
聞
く
も
、
此
の
輩
、
未
だ
逮
に
業
と
す
る
所
を
改
む
能
わ
ざ
る



を
恐
る
。
必
ず
失
職
の
憂
い
有
ら
ん
」
と
言
い
、
ま
た
臭
充
も
「
斉
・
魯
専
経
の
率
、
諦
書
の
外
、
其
の
他
を
知
ら
ず
。
登
第
の
後
、
官
政
人

事
に
至
り
て
は
漫
と
し
て
通
暁
せ
ず
」
と
述
べ
る
。
山
東
の
程
準
は
、
賓
の
と
こ
ろ
記
請
の
皐
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
更
に
『
長

編
』
二
三
三
隈
寧
五
年
五
月
甲
午
の
僚
で
は
、
神
宗
、
鴻
京
、
王
安
石
が
「
西
北
人
」
に
つ
い
て
論
評
し
た
折
、
こ
こ
で
も
北
人
が
科
事
国
学

校
の
新
制
に
遁
雁
し
難
い
こ
と
を
話
題
に
し
て
い
る
。
安
石
は
「
西
北
の
人
、
蓄
、

思
ナ
究
魚
り
。
習
う
所
、
義
理
無
し
。
今
、
改
め
て
進
士
と

篤
し
、
習
う
所
、
義
理
有
り
。
皐
究
を
以
っ
て
進
士
と
篤
す
は
、
土
人
に
於
て
悦
ば
ざ
る
と
篤
さ
ず
。
義
理
無
き
を
去
り
て
義
理
有
る
に
就
く

は
、
習
う
所
に
於
て
善
ら
ざ
る
と
篤
さ
ず
。
其
の
蓄
、
合
に
放
つ
べ
き
解
額
は
並
に
本
路
に
還
し
、
東
南
の
土
人
、
侵
奪
す
る
能
わ
ざ
れ
ば
、

土
人
に
於
て
乃
ち
損
う
所
無
し
。
云
々
」
と
、
北
人
に
と
っ
て
今
回
の
改
革
は
、
決
し
て
不
利
で
な
い
と
力
説
し
た
が
、
鴻
京
は
「
西
北
の

人
、
魯
に
し
て
費
じ
難
し
」
と
一
蹴
し
て
い
る
。
安
石
も
結
局
、
諸
科
を
準
土
科
に
拙
担
え
て
ゆ
く
に
は
、
嘗
-
初
三
J
四
割
が
襲
わ
れ
ば
よ
く
、

残
り
は
徐
々
で
よ
い
。
奮
を
新
に
革
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
十
年
後
に
そ
の
数
果
が
現
わ
れ
れ
ば
よ
い
の
だ
、
と
気
長
に
構
え
る
護
言
を
し
て

い
る
。
要
す
る
に
嘗
時
の
一
般
的
認
識
は
、
北
人
の
経
拳
と
は
「
組
義
に
通
じ
な
い
記
請
の
皐
」

ハ
前
掲
孫
究
奏
議
)
だ
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
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諸
科
融
政
止
は
、
準
土
科
の
経
義
採
用
で
相
殺
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
腰
止
に
劉
し
華
北
士
人
の
抵
抗
が
議
想
さ
れ
る
の
だ

が
、
史
料
に
あ
ま
り
そ
う
し
た
動
き
は
出
て
こ
な
い
。
僅
か
に
照
寧
八
年
八
月
の
科
場
で
、
園
翠
、
開
封
府
諸
科
事
人
孫
義
ら
が
底
止
に
抗
議

し
て
騒
ぎ
、
首
謀
者
が
受
験
停
止
一
回
の
慮
分
を
受
け
た
記
事
が
目
を
ひ
く
程
度
で
あ
る
(
『
長
編
』
一
一
六
七

八
月
庚
戎
〉
。

照
寧
八
年
以
降
諸
科
の
新
規
臆
募
を
認
め
な
い
、
と
の
規
定
は
、
全
瞳
と
し
て
巌
格
に
運
用
さ
れ
た
ら
し
く
、
元
豊
八
年
に
は
、
酒
、
博
、

棟
三
州
の
諸
科
挙
人
が
、
三
州
の
解
額
は
、
進
土
に
因
さ
れ
た
残
り
も
全
て
新
科
明
法
科
に
充
賞
さ
れ
、
諸
科
に
合
格
し
て
も
解
説
慌
の
枠
が

な
い
と
訴
え
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
奮
諸
科
解
額
の
十
分
の
一
を
「
奮
人
」
の
た
め
の
粋
と
し
て
残
す
よ
う
決
め
ら
れ
た
ハ
『舎
要
』
選
翠
一
五

同
年
二
月
十
八
日
〉
。

こ
の
よ
う
に
大
き
な
混
凱
も
な
く
諸
科
が
腰
止
さ
れ
た
理
由
は
、
何
と
い
っ
て
も
「
記
請
の
翠
」
批
判
が
一
般
の
風
潮
に

ま
で
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
加
え
て
安
石
の
段
階
的
解
消
策
と
華
北
へ
の
救
済
手
首
が
一
定
の
数
果
を
奉
げ
た
か
ら
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。
以
前
か
ら
河
北
、
河
東
、
険
西
三
路
の
準
士
特
奏
名
は
、

他
路
よ
り
一
撃
を
減
ず
る
特
典
が
興
え
ら
れ
て
お
り
(
『
曾
要
』
選

497 



498 

望基は
い
h

え、 嘉
一
蹴
八
年
三
月
五
日
な
ど
)
、
朝
廷
の
華
北
針
策
に
は
傍
統
が
あ
っ

た。

今
回
は
、
諸
路
の
諸
科
か
ら
進
士
科
へ
嬰
更
し
た
拳
人
を
含
む
と

五
路
の
離
部
奏
名
額
を
別
枠
で
規
定
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
嘗
て
司
馬
光
が
提
議
し
た
路
ご
と
に
奏
名
額
を
決
め
よ
と
の
案
(
『司
馬

ま
た
照
寧
五
年
以
前
の
明
鰹
諸
科
奉
人
の
た
め
に
、

貢
院
乞
逐
路
取
人
吠
)
に
近
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

断
案
、
律
義
を

文
正
公
傍
家
集
』

三
二

課
す
新
科
明
法
科
が
新
た
に
設
け
ら
れ
、
神
宗
朝
の
法
官
重
視
策
と
も
重
な
り
つ
つ
準
士
科
に
改
雁
で
き
ぬ
「
蓄
人
」
に
も
う
一
つ
の
救
済
手

段
が
講
じ
ら
れ
て
ぺ
問
。
こ
の
科
目
は
態
学
九
年
に
三
九
名
、
元
豊
二
年
に
は

一
四
六
名
の
正
奏
名
合
格
者
を
出
し
た
が
、
元
豊
二
年
九
月
、

(
M
)
 

五
路
の
雄
部
奏
名
特
別
枠
に
組
み
込
ま
れ
、
特
典
の
一
意
味
は
や
や
失
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
安
石
の
五
路
劉
策
と
し
て
見
過
せ
ぬ
も
の
に
皐
官
の
汲
遣
が
あ
る
。
貢
翠
新
制
に
よ
る
と
、
一
般
の
拳
官
が
、
雨
制
、
雨
省
、
館
閣
、

蓋
諌
臣
僚
の
推
薦
に
基
づ
き
、
中
蓄
が
現
任
の
京
朝
官
、
選
人
か
ら
路
官
と
し
て
堂
除
し
本
州
教
授
を
粂
任
さ
せ
る
の
に
針
し
、
五
路
へ
の
皐

官
汲
遣
に
は
特
別
規
定
を
設
け
て
あ
る
。

ま
ず

他
路
に
先
駈
け
、

中
量一国が路
ご
と
に
三
J
五
人
を
選
差
す
る
が

選
任
の
針
象
は
現
任
官
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僚
に
限
ら
ず
、
布
衣
で
も
経
術
行
誼
が
相
嬉
し
け
れ
ば
櫨
教
授
と
し
て
任
命
し
、
下
鯨
主
簿
尉
の
俸
を
興
え
る
。
自
渡
的
な
臆
募
も
認
め
、
三

年
の
任
終
了
後
、
五
人
の
推
拳
が
あ
れ
ば
、
本
州
の
判
司
、
主
簿
尉
に
堂
除
し
再
び
数
授
を
粂
ね
さ
せ
る
。
経
術
行
誼
が
特
に
秀
れ
た
者
は

一

足
飛
び
に
官
に
除
し
数
授
と
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
優
遇
策
は
、
安
石
が
、
五
路
の
土
人
を
記
請
の
皐
か
ら
経
義
の
拳
に
向
わ
せ

よ
う
と
い
う
先
の
言
葉
を
具
陸
的
施
策
に
よ
っ
て
裏
附
け
て
い
た
こ
と
を
=意
味
す
る
。
そ
の
上
、
照
寧
四
年
七
月
に
は
、
園
子
監
直
諮
に
川
駅
員

の

生

じ

た

場

合

は

、

七

月

辛

亥

)

、

中

央

へ

の

道

が

優

先

的

に

聞

か

れ

た

。

五
路
の
同
学
官
内
か
ら
選
差
す
る
と
の
詔
が
降
さ
れ
(
『
長
編
』
一
一
一
一
五

れな
たお

とこ
を月
ホの
唆規
す(定
る251こ
。)よ

り
四
年

月

ま
ず
陸
佃
ら
が
五
路
皐
官
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
は
、

西
北
で
安
石
「
義
理
の
皐
」
が
逸
早
く
講
じ
ら

こ
の
よ
う
な
五
路
優
遇
策
に
は
、

や
が
て
批
判
が
出
て
く
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、

五
路
の
穆
人
が
低
摩
力
で
合
格
し
て
く
る
こ
と
へ
の

反
感
が
あ
っ
た
。

王
明
清
『
揮
塵
録
』
前
録
三
に
は
、
元
盟
五
年
の
「
黄
道
夫
(
裳
)
腸
、

俸
臆
し
て
第
四
甲
党
崎
町
の
巻
子
に
至
る
。
紳
宗
、

大
笑
し
て
日
く
、
此
の
人
、
何
に
由
り
て
省
を
遁
ぐ
る
や
e

知
事
管
信
道
(
宣
〉
針
え
る
に
以
っ
て
、

五
路
の
人
、
分
散
を
用
っ
て
取
り
、
末



名
に
て
省
を
過
ぐ
、
と
。
上
、
命
じ
て
降
し
第
五
甲
末
と
作
す
」
と
の
逸
話
を
記
す
が
、
五
路
の
特
別
枠
で
か
ろ
う
じ
て
合
格
し
た
党
錦
の
例

は
そ
の
典
型
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
何
と
い
っ
て
も
批
判
の
主
要
な
原
因
は
、
麿
試
者
全
置
か
ら
み
た
南
北
の
合
格
率
の
差
で
あ
る
。
従
来

か
ら
解
試
の
段
階
で
、
受
験
者
が
殺
到
す
る
南
人
の
合
格
率
が
北
人
に
比
べ
極
端
に
低
い
こ
と
が
問
題
に
さ
れ
て
き
た
が
、
元
豊
八
年
、
陸
佃

も
四
川
、
南
街
、
一
踊
建
、
江
南
の
解
額
を
増
す
こ
と
を
主
張
し
、
五
路
は
五
、
六
人
に
一
人
の
合
格
に
封
し
、
川
、
断
、
一
繭
建
、
江
南
は
五
、

六
十
人
に
一
人
だ
、
と
述
べ
て
い
る
(
『
陶
山
集
』
四
乞
添
川
、
街
、
一
漏
建
、
江
南
等
路
進
士
解
名
劉
子
)
。
解
額
の
不
均
等
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
五

路
薩
部
奏
名
を
特
別
枠
と
す
れ
ば
、
嘗
然
「
濫
取
」
の
批
判
が
出
て
く
る
。
次
の
哲
宗
朝
の
元
結
五
年
に
な
っ
て
、
こ
の
枠
の
見
直
し
が
園
ら

れ

(
『舎
要
』
選
翠
三
十
二
月
十
八
日
〉
、
紹
聖
四
年
、
五
路
躍
部
奏
名
額
は
、
十
分
の
三
が
開
封
府
、

残
り
の
五
分
は
園
子
監
が
自
取
と
、

因
子
監
、
諸
路
の
準
士
と
通
取
、
二
分

を
五
路
が
遁
取
、

五
路
優
、遁
は
大
幅
に
後
退
し
(
『
禽
要
』
選
翠
一
四

二
月
四
日
、
『
逼
考
』
四
一
一

紹
聖
年

閲
〉
、
こ
の
問
題
は
賓
質
的
に
結
着
が
つ
い
た
。
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こ
の
よ
う
に
明
経
諸
科
の
底
止
は
、
華
北
土
人
に
及
ぼ
す
影
響
の
大
き
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
わ
れ
た
。
そ
れ
は

記
請
の
皐
に
劃
す
る
一
般
の
冷
淡
な
態
度
に
加
え
て
、
底
止
の
代
償
と
し
て
新
科
明
法
科
を
設
置
し
た
り
、
五
路
進
士
奏
名
額
を
特
別
枠
に
し

て
一
定
の
合
格
者
を
保
護
す
る
な
ど
適
切
な
樹
虚
が
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
推
測
し
て
み
た
。
し
か
し
安
石
が
主
張
し
た
肝
心
の
、
「
記
請

の
土
」
か
ら
「
経
義
の
土
」
へ
の
移
行
は
、
神
宗
朝
に
限
っ
て
言
え
ば
、
特
に
目
的
を
達
し
た
と
思
わ
せ
る
史
料
は
見
嘗
ら
な
い
の
で
あ
る
。

三
経
新
義
編
纂

三
鰹
新
義
の
編
纂
は
、
今
回
の
科
事
改
革
の
必
然
的
結
果
と
も
言
え
る
。
固
よ
り
三
経
新
義
は
、
安
石
の
思
想
、
皐
問
全
鐙
を
把
握
す
る
中

で
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
、
そ
の
徐
裕
は
な
い
。
極
く
表
面
的
に
編
笛罪
過
程
を
追
い
つ
つ
、
最
後
に
貫
暴
改
革
と
の
関
連
を
若
干
述

(
M
m
〉

べ
て
み
た
い
。
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既
に
照
寧
二
年
四
月
の
詔
で
、
紳
宗
は
「
道
徳
を
一
に
す
る
」
必
要
を
述
べ
て
い
た
が
、

五
年
正
月
、
皐
官
採
用
の
試
験
結
果
を
報
告
し
た
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安
石
に
「
経
術
、
今
、
人
人
事
異
す
。
何
を
以
っ
て
道
徳
を
一
に
せ
ん
。
卿
、
著
わ
す
所
有
ら
ば
以
っ
て
頒
行
し
、
墨
者
を
し
て
一
に
定
め
し

め
よ
」
と
、
玉
泉
が
皐
問
と
政
治
の
世
界
に
あ
っ
て
規
準
の
役
割
を
果
す
よ
う
促
し
た
。
安
石
は
、
詩
経
に
つ
い
て
は
、
自
分
と
打
合
せ
を
し

な
が
ら
門
人
の
陸
佃
、
沈
季
長
が
「
義
」
を
作
成
し
て
い
る
旨
、
答
え
て
い
る
(
『
長
編
』
一
一
二
九

(

幻

)

安
石
は
早
く
か
ら
準
備
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

正
月
戊
戊
〉
。

こ
う
し
た
事
態
を
竣
想
し
て
、

正
式
な
経
義
局
の
設
置
は
、
翌
六
年
三
月
、
試
経
義
に
よ
る
最
-
初
の
科
穆
が
行
な
わ
れ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
提
琴
に
安
石
、
修
撰
が
呂

恵
卿
、
同
修
撰
に
安
石
の
長
子
雰
が
任
命
さ
れ
た
。
ま
た
口
口
恵
卿
の
弟
升
卿
も
検
討
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
一
週
間
も
経
た
ぬ
う
ち
に
「
鰹
義
は

長
ず
る
所
に
非
ず
」
と
の
理
由
で
外
任
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
(
『
長
編
』
二
四
一
一
一
一
一
一
月
庚
午
、
同
二
四
四
四
月
乙
亥
)
。
升
卿
は
そ
の
後
、
安
石

が
一
時
知
江
寧
府
と
し
て
京
師
を
離
れ
て
い
た
七
年
五
月
、
崇
政
殿
読
書
を
奔
し
紳
宗
の
侍
講
と
な
っ
た
が
、
『
長
編
』
は
「
升
卿
、
素
よ
り

皐
術
無
し
。
進
講
す
る
毎
に
多
く
経
を
舎
で
、
財
穀
の
利
害
、

営
繕
等
の
事
を
談
ず
。
上
、
時
に
経
義
を
以
っ
て
す
れ
ば
、
升
卿
、
針
う
る
能

(

お

)

わ
ず
」
と
、
相
嬰
わ
ら
ず
無
能
振
り
を
護
揮
し
た
こ
と
を
記
す
。
し
か
し
同
年
九
月
に
は
同
修
撰
と
し
て
経
義
局
に
復
蹄
し
た
(
『
長
編
』
二
五

ー』

ノ、

九
月
庚
子
)
。

以
上
の
ト
ッ
プ
人
事
に
封
し
、

安
石
の
政
治
手
法
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
の
が
若
手
の
大
臆
な
起
用
で
あ
る
。
ま
ず
六
年
四
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月
、
貢
翠
新
制
に
よ
る
初
め
て
の
及
第
者
の
中
か
ら
い
き
な
り
六
名
を
検
討
官
に
任
命
し
た
(
『
長
編
』
二
四
四
四
月
壬
辰
〉
。
朕
元
の
余
中
、

省
元
の
部
剛
及
び
朱
服
、
葉
唐
誌
、
葉
杖
、
練
亨
甫
で
あ
る
。
因
に
か
れ
ら
の
本
籍
は
、
余
中
、
部
剛
が
常
州
、
朱
服
が
湖
州
、
葉
唐
誌
が
南

銅
州
、
葉
杖
、
練
亨
甫
が
建
州
と
い
う
よ
う
に
新
西
、
一
帽
建
か
ら
各
三
名
と
な
っ
て
お
り
、
日
恵
卿
、
升
卿
兄
弟
も
泉
州
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

(

勿

)

一噛建
出
身
者
が
自
に
つ
く
。
更
に
布
衣
か
ら
も
検
討
官
を
任
命
し
て
い
る
。
洪
州
進
士
徐
稽
及
び
出
身
不
明
の
臭
著
と
陶
臨
で
あ
る
。
徐
轄
は

(

ぬ

)

こ
の
後
、
安
石
が
若
手
の
新
法
波
官
僚
を
プ
ー
ル
し
買
務
経
験
を
積
ま
せ
る
た
め
設
け
た
中
書
五
房
習
翠
公
事
の
戸
房
習
皐
公
事
に
任
命
さ
れ

六
年
十
二
月
庚
辰
〉
。
ほ
か
に
七
年
五
月
、
検
討
官
と
な
っ
た
曾
眠
、
劉
浬
、
劉
谷
の
名
が
み
え
る
が
、
か
れ
ら
は
口
口
氏
兄

た
(
『
長
編
』
二
四
八

弟
の
人
事
色
が
濃
い
(
『
長
編
』
二五一

五
月
甲
辰
、
同
輯
本
二
六
四

八
年
五
月
丁
亥
)
。

こ
う
し
た
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
編
纂
は
進
め
ら
れ
た
が
、
新
義
に
関
わ
っ
た
も
う
一
つ
の
有
力
な
グ
ル
ー
プ
に
、
安
石
の
門
人
及
び
門
人
が



中
心
と
な
っ
て
い
た
皐
官
の
存
在
が
あ
る
。
照
寧
四
年
十
月
の
太
皐
整
備
後
、
同
学
官
に
封
す
る
審
査
が
巌
し
く
な
り
、
十
一
月
に
は
安
石
門
下

が
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
直
議
の
在
任
期
聞
は
特
定
で
き
な
い
場
合
が
多
く
、
姓
名
の
み
列
奉
す
る
と
、
陸
佃
、
襲
原
、
饗
宗
孟
、
葉

(
M
U
)
 

煮
、
沈
季
長
、
曾
肇
ら
と
な
る
。

田
川
寧
六
年
四
月
辛
卯
に
、
目
恵
卿
の
言
と
し
て
「
修
撰
園
子
監
経
義
乞
う
ら
く
、
直
講

を
し
て
月
に
雨
員
を
輪
し
、
本
経
口
義
二
巻
を
供
せ
し
め
ん
こ
と
を
」
と
あ
り
裁
可
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
皐
官
は
単
な
る
編
集
ス
タ

v
フ

以
上
の
、
新
義
の
内
容
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
立
場
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
先
の
内
舎
生
陶
臨
が
検
討
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
は
特
例
で

あ
る
が
、
拳
生
も
編
纂
に
興
っ
て
い
た
節
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
園
子
監
上
舎
生
顧
襲
、
安
惇
、
丁
執
古
、
虞
黄
、
葉
唐
榎
が
新
義
完
成
後
の
八

年
十
月
、
菟
解
或
い
は
兎
躍
部
試
の
特
典
を
賜
わ
っ
て
お
り
、
李
煮
は
、
経
義
局
が
そ
の
理
由
だ
ろ
う
と
注
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
(
『
長
編
』

(

幻

)

十
月
甲
辰
〉
。

『
長
編
』
二
四
四

二
六
九

七
年
四
月
か
ら
八
年
二
月
ま
で
の
安
石
が
知
江
寧
府
に
抽
持
出
し
た
時
期
も
緩
け
ら

れ
、
八
年
六
月
に
一
腰
の
完
成
を
み
た
。
安
石
は
、
余
中
ら
が
江
寧
府
に
赴
く
と
き
障
行
吏
人
に
食
銭
と
騨
料
を
給
す
る
よ
う
願
っ
て
い
る
の

六
年
三
月
か
ら
正
式
に
始
め
ら
れ
た
編
纂
は
、

途
中
、
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七
年
五
月
美
卯
〉
、
京
師
と
江
寧
の
聞
を
打
合
せ
の
検
討
官
が
往
き
来
し
、
安
石
の
指
示
を
仰
い
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
の
問
、
病
い
で
入
朝
で
き
な
い
王
穿
も
父
に
従
い
京
師
を
留
守
に
し
て
お
り
、
呂
恵
卿
が
同
提
嗣
卒
、
升
卿
が
同
修
撰
を
授
け
ら
れ
貫

で
(『長
編
』
二
五
三

質
的
に
編
纂
を
主
宰
し
た
。
回
一
方
の
詩
義
を
改
剛
し
た
の
は
こ
の
と
き
の
こ
と
で
あ
る
(
『
長
編
』
二
五
二

七
年
四
月
庚
寅
〉
。

詩
・
書

・
周
躍
義
の
副
本
が
因
子
監
に
迭
ら
れ
、

(

お

〉

り
、
二
十
一
日
に
は
、
安
石
、
恵
卿
、
雰
、
升
卿
に
加
官
の
推
恩
が
施
さ
れ
た
。
績
い
て
二
十
四
日
、
安
石
は
三
経
新
義
の
序
を
奉
ず
る
。
以

三
経
新
義
完
成
後
の
動
き
を
追
う
と
、

六
月
十
九
日
、

約
一
千
部
印
刷
す
る
こ
と
に
な

前
、
神
宗
を
文
王
に
田
智?
え
潜
越
だ
と
し
て
紳
宗
に
書
き
換
え
を
求
め
ら
れ
た
序
文
で
あ
る
。
今
度
は
受
け
入
れ
ら
れ
三
経
義
解
の
首
に
置
か
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
(
『
長
編
』
二
六
五
六
月
甲
寅
〉
。
次
い
で
七
月
に
入
る
と
十
一
日
に
検
討
官
は
一
官
を
縛
じ
、
選
人
は
雨
資
を
循
じ
、
事
人

は
絹
五
十
匹
を
賜
わ
る
酬
奨
を
受
け
た
。
十
三
日
、
新
修
経
義
が
宗
室
、
太
準
、
諸
州
府
撃
に
配
布
さ
れ
〈
『長
編
』
一
二
ハ
六
〉
、
ま
た
二
十
一
日

七
月
辛
巳
)
。
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に
は
杭
州
と
成
都
府
轄
運
司
で
の
印
刷
が
決
め
ら
れ
た
(
『
長
編
』
一
一
六
六
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お
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
な
経
過
で
新
義
は
刊
行
さ
れ
た
が
、
照
寧
八
年
九
月
に
な
っ
て
、
安
石
は
詩
義
の
改
定
と
詩
序
に
目
升
卿
の
解
を
用

(
M
)
 

い
る
こ
と
を
願
い
出
て
許
さ
れ
て
い
る
。
安
石
、
実
の
原
稿
を
恵
卿
、
升
卿
が
改
鼠
し
た
と
い
う
の
が
理
由
で
あ
っ
た
。
十
二
月
、
安
石
は
再

江
寧
に
引
退
し
て
か
ら

こ
れ
も
園
子
監
に
て
刊
行
さ
れ
た
(
『長
編
』
二
七
一

そ
の
後
、

(
お
)

や
は
り
園
子
監
に
て
修
訂
さ
れ
た
。
晩
年
の
安
石
は
、
三
経
新

十
二
月
辛
亥
)
。

撰
し
た
閥
雄
義
解
な
ど
を
上
呈
し
、

も
新
義
に
手
を
入
れ
つ
づ
け
、
元
豊
三
年
に
は
、
三
経
の
誤
字
改
定
を
願
い
、

義
の
改
定
と
字
読
の
編
纂
に
一
芯
を
注
い
で
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
王
皐
は
、
刊
行
さ
れ
た
三
位
新
義
を
中
心
に
、

科
翠
を
志
す
士
人
ら
に
匪
倒
的
影
響
力
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
る
。

南
宋
の
晃
公

武
、
陳
振
孫
は
、
照
寧
八
年
、
新
義
成
っ
て
よ
り
王
皐
は
「
濁
り
世
に
行
な
わ
る
る
こ
と
六
十
年
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
影
響
は
北
宋
に

(
お
)

か
な
り
の
時
期
に
亙
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
今
、
参
考
ま
で
に
『
通
考
』

一
七
六
以
降
の
経
籍
考
か
ら
、
王
製

援
の
著
作
で
特
に
科
場
と
の
関
連
が
記
さ
れ
る
書
名
を
抜
き
出
す
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
王
安
石
『
易
解
』
二

O
巻
及
び
盟
原
、
敵
南
仲
の

止
ま
ら
ず
南
宋
初
め
、

ニ
経
新
義
の
う
ち
書
は
王
宝
刀
撰
、

詩
は
僻
を
宝
刀
が
、

周
躍
は
安
石
撰
。

王
昭
百
円
『
周
躍
詳
解
』
四

O
巻
。
方
柏
町
『
躍
記

- 40一

註
易
各
二

O
巻
(
紹
翠
以
降
の
科
場
)
。

「
新
経
向
書
』

『
新
経
詩
義
』
三

O
巻、

義
を
安
石
が
訓
じ
、

一
三
巻
、

『
新
経
周
躍
義
』
一
一
一
一
巻
(
共
に
照
寧
八
年
以
降
)
、

解
』
二

O
巻
(
政
和
以
降
)
、

方
書
と
と
も
に
朱
蒸
か
ら
高
く
許
債
さ
れ
て
い
る
馬
希
望
『
瞳
記
解
』
七

O
巻
も
恐
ら
く
科
場
に
影
響
力
を
も
っ

た
で
あ
ろ
う
。
王
安
石
『
論
語
解
』

一O
倉、

王
宝
刀
『
口
義
』

一
O
巻
、
陳
鮮
道
『
論
語
(
全
解
)
』

一
O
巻
ハ
紹
聖
以
降
)
。

王
安
石
、

王
秀

許
允
成

『孟
子
解
」
四
二
巻
(
崇
寧
、
大
観
年
開
)
。

北
宋
末
ま
で
に
、

試
程
義
の
本
経
、
粂
鰹
七
鰹
の
全
て
に
王
鼠
干
の
解
読
者
一
回
、
が
出
揃
っ
た
様

子
が
窺
え
る
。

む
ろ
ん
王
壌
は
科
場
の
み
で
問
題
に
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
元
結
年
間
、
嘗
法
議
が
政
権
を
占
め
た
と
き
、
時
流
に
阿
ね
て
太
皐
生

の
三
経
新
義
向
学
習
を
禁
じ
よ
う
と
し
た
園
子
司
業
資
隠
が
、
奮
法
黛
の
劉
撃
や
口
口
陶
か
ら
手
巌
し
く
弾
劾
さ
れ
、
或
い
は
字
説
の
禁
止
に
も
か

(

初

出

)

か
わ
ら
ず
、
三
組
新
義
は
古
注
疏
や
諸
家
の
読
と
と
も
に
依
然
、
科
場
で
の
引
用
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
王
開
学
が
嘗
時
の
思
想
界
に
占
め
て

い
た
位
置
を
十
分
推
測
せ
し
め
る
。
し
か
し
、
宋
代
新
儒
祭
壇
頭
の
中
、
諸
家
に
先
ん
じ
て
王
皐
が
官
皐
の
地
位
を
獲
得
し
、
し
か
も
そ
れ
が



地
味
な
講
皐
活
動
な
ど
皐
涯
の
裾
野
を
贋
げ
た
結
果
と
し
て
で
は
な
く
、
上
か
ら
の
力
で
い
き
な
り
科
場
の
唯
一
の
規
準
と
な
っ
た
こ
と
は
、

王
皐
涯
の
将
来
に
決
定
的
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
安
石
個
人
の
員
撃
な
皐
究
態
度
を
俸
え
る
話
は
、
筆
記
類
に
敏

多
く
見
い
だ
せ
る
。
例
え
ば
三
十
代
後
半
の
知
常
州
時
代
、
鰹
書
の
研
究
に
授
頭
し
て
片
時
も
書
物
を
手
離
さ
ず
、
宴
舎
の
最
中
で
も
易
の
解

(

叩

叫

〉

穫
に
夢
中
で
あ
っ
た
話
。
或
い
は
世
間
で
言
わ
れ
る
よ
う
に
注
疏
を
決
し
て
軽
ん
じ
た
わ
け
で
は
な
く
、
陸
佃
の
話
に
よ
る
と
安
石
手
淳
の

『
毛
詩
正
義
』
は
、
朝
夕
手
元
か
ら
離
さ
ず
字
の
大
字
は
讃
め
ぬ
ま
で
擦
り
切
れ
て
い
た
こ
と
(
陸
務
『
老
皐
庵
筆
記
』
一
〉
、
な
ど
精
腸
振
り
は

有
名
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
安
石
の
謬
聞
を
批
判
す
る
者
も
、
前
提
と
し
て
そ
の
深
遠
さ
は
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
(
孫
升
『
孫
公

談
園
』
中
〉
。

し
か
し
官
準
化
は
、
こ
う
し
た
安
石
個
人
の
皐
問
へ
の
態
度
や
そ
の
内
容
を
片
隅
に
追
い
や
っ
て
し
ま
う
程
の
、
激
し
い
現
質
的

欲
望
の
渦
の
中
に
王
皐
を
巻
き
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
人
々
は
築
達
を
求
め
競
っ
て
安
石
門
下
を
稽
し
た
が
、
こ
の
門
生
は
政
権
が
蟹
わ
る
た
び

に
門
生
で
あ
っ
た
り
、
な
く
な
っ
た
り
す
る
不
確
貧
で

E
大
な
人
の
波
に
過
ぎ
な
か
っ
た
(
王
闘
之
『
沌
水
燕
談
録
』
一

O
Y
ま
た
た
と
え
皐
問
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上
の
護
言
を
し
よ
う
と
す
る
者
も
、

王
撃
の
枠
内
で
自
設
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
勢
い
新
奇
を
追
う
こ
と
に
な
る
(
徐
度
『
却
掃

編
』
中
)
。
更
に
科
場
で
は
本
経
を
一
経
選
掴
博
す
れ
ば
よ
い
た
め
、

士
人
は
以
前
の
よ
う
に
経
全
韓
を
讃
ま
な
く
な
っ
て
い
た
。

元
符
、

建
中
靖

「
乾
魚
金
、
坤
叉
震
金
、
何
也
」
と
「
釜
」
字
を
「
金
」
と

園
年
問
、
杭
州
州
皐
数
授
で
あ
っ
た
挑
祐
が
、
撃
生
に
易
義
を
出
題
し
た
と
き
、

誤
っ
て
問
う
た
有
名
な
話
が
あ
る
。
こ
れ
を
記
す
諸
書
は
、
皐
生
の
指
摘
し
た
よ
う
に
数
授
が
蹴
沙
本
を
使
っ
て
い
た
た
め
起
き
た
誤
り
と
す

る
が
、

少
し
違
っ
た
見
方
を
附
け
加
え
て
い
る
。

「
鰹
術
改
め
て
自
り
、

人
の
子
に
数
え
る
者
、

往
往
に
し
て

葉
夢
得
『
石
林
燕
語
』
は
、

一
経
を
以
っ
て
之
れ
に
授
け
、
他
組
、
縦
え
讃
む
も
亦
た
精
な
る
能
わ
ず
。
其
れ
之
れ
を
教
え
る
者
も
亦
た
未
だ
必
ず
し
も
皆
な
五
経
を
讃
ま

ず
。
故
に
経
書
の
正
文
と
雄
も
亦
た
遣
誤
多
し
」
と
、
そ
の
背
景
に
一
粧
の
み
習
熟
す
れ
ば
よ
し
と
す
る
風
潮
が
教
官
に
も
及
ん
で
い
た
か
ら

(

お

)

だ
と
述
べ
て
い
る
。

自
分
の
選
揮
し
た
本
経
を
皐
習
す
る
の
み
で
、
そ
れ
も
王
拳
の
章
句
を
丸
暗
記
す
る
か
徒
に
新
奇
を
求
め
る
大
量
の
土
人
の
出
現
。
し
か
も
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か
れ
ら
は
時
の
政
権
の
動
向
で
定
見
な
く
揺
れ
動
く
。
安
石
が
晩
年
、

「
同
学
究
を
蟹
じ
て
秀
才
と
魚
さ
ん
と
欲
す
る
も
、
秀
才
を
饗
じ
て
皐
究
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と
潟
す
は
謂
ざ
り
き
」
と
嘆
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
(
陳
師
道
『
後
山
叢
談
』
一
)
。

こ
れ
ら
の
逸
話
が
ど
こ
ま
で
事
買
な
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
確
か
な
こ
と
は
、
こ
れ
が
宋
人
の
目
に
映
っ
た
王
撃
と
王
皐
涯
の
姿

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

為、

わ

り

安
石
の
貢
事
改
革
は
、
政
治
に
有
震
の
人
材
を
得
る
た
め
に
行
な
わ
れ
た
。
よ
り
直
接
に
は
、
新
法
推
準
に
不
可
依
な
人
材
を
求
め
る
た
め

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

ど
の
よ
う
に
改
革
の
理
念
を
高
く
掲
げ
て
も
、

そ
れ
を
遂
行
す
る
官
僚
が
陸
官
護
財
の
債
値
観
か
ら
自
由
で
な
け
れ

ば
、
改
革
の
結
果
が
意
圃
し
た
方
向
と
正
反
射
に
な
る
こ
と
は
自
に
み
え
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

宋
人
の
残
し
た
断
片
的
な
史
料

は
、
そ
の
貢
穆
改
革
で
さ
え
も
、
事
態
は
嘗
初
一
一
意
聞
し
た
方
向
と
は
逆
に
展
開
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
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照
寧
九
年
十
月
、
安
石
は
宰
相
を
罷
め
剣
江
寧
府
と
し
て
金
陵
に
戻
っ
た
。
翌
十
年
六
月
に
は
洞
禄
を
賜
わ
り
、
名
賓
と
も
に
犠
退
生
活
に

入
る
。
こ
の
金
陵
時
代
の
安
石
に
射
し
、
時
人
は
一
箇
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
。
そ
れ
は
、
臨
馬
に
跨
り
、
村
僕
を
連
れ
、
鍾
山
に
遊
ぶ
超
俗
の

土
の
姿
で
あ
る
。
元
結
四
年
、
陸
佃
を
訪
ね
た
李
公
麟
は
、

か
れ
の
た
め
に
「
王
荊
公
遊
鍾
山
園
」
を
描
き
あ
げ
た
。
そ
こ
に
は
腫
馬
に
乗
っ

(

必

)

一
人
は
字
読
を
抱
き
、
一
人
が
木
の
虎
子
を
背
負
っ
て
描
か
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
経

は
恐
ら
く
三
組
新
義
で
あ
ろ
う
。
黄
庭
堅
も
同
じ
く
李
公
麟
描
く
所
の
「
荊
公
騎
瞳
圃
」
に
肢
を
書
い
て
い
る
(
『
山
谷
題
紋
』
三
)
。
山
谷
は
そ

の
置
に
、
字
説
の
完
成
に
打
ち
込
む
安
石
の
姿
を
み
て
い
る
。
金
陵
の
安
石
が
悌
数
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
同
時

に
三
組
新
義
の
修
訂
、
字
読
の
編
纂
に
も
情
熱
を
注
い
で
い
た
。
そ
の
成
果
は
、
前
簡
に
述
べ
た
元
豊
三
年
の
三
組
義
誤
字
の
改
訂
や
元
豊
五

た
安
石
の
横
に
三
人
の
村
僕
が
、

一
人
は
組
を
持
ち
、

年
の
字
説
進
呈
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。
晩
年
に
至
る
ま
で
、
自
ら
の
経
皐
完
成
を
求
め
て
己
ま
な
か
っ
た
安
石
で
あ
る
が
、
そ
の
姿
が
超

俗
の
イ
メ

ー
ジ
に
昇
華
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
最
早
、

王
皐
の
追
求
が
「
道
徳
を
ご
に
す
る
と
い
う
現
貫
嬰
革
と
は
異
な
っ
た
次
元

の
結
局
み
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。



詰

505 

『
績
資
治
通
鑑
長
編
』
|
『
長
編
』
、
『
宋
曾
要
輯
稿
』

l
『
曾
要
』
、

『
文
献
通
考
』

|

『
通
考
』
と
略
記
す
る
。

〈
1
〉
『
通
考
』
は
、
こ
の
記
事
を
照
寧
二
年
に
繋
け
て
い
る
が
、
後
に
み

る
よ
う
に
科
翠
改
革
に
つ
い
て
の
論
議
と
新
制
の
貧
施
は
分
け
て
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。

(

2

)

荒
木
敏
一
『
宋
代
科
奉
制
度
研
究
』
(
同
朋
舎
一
九
六
九
)
第
四

章
科
目
、
三
四
六
頁
以
下
。
】

o
E
巧
・
。

E
F
0・
叫

4Z
吋

4F司
ミ

c
a
s
ミド
E
3
3
h
S
句
史
認
の
F
N
a
b
-
P
B
r
E向
。

C
E
Z
『白石

p
g
p
S
8・
3
・
2
1
3・
張
希
清

「
論
王
安
石
的
貢
傘
改
革
」

(
『
北
京
大
拳
皐
報
』
哲
社
版
一
九
八
六
|
四
〉
な
ど
。

〈
3
)

『
宋
史
』
一
五
五
選
翠
一
、
科
目
上
。

(

4

)

例
え
ば
照
寧
元
年
六
月
の
孫
究
「
論
取
土
之
弊
宜
有
改
更
」
は
、
自

ら
の
改
正
案
を
述
べ
つ
つ
、
雨
制
、
雑
皐
士
、
待
制
以
上
、
茎
諌
官
、

三
館
秘
閣
の
臣
僚
に
論
議
さ
せ
る
よ
う
促
し
て
い
る
(
『
園
朝
諸
臣
奏

議
』
八

O

僑
皐
門
貢
奉
上
)
。

(
5
)

各
人
の
論
は
以
下
の
書
に
み
え
る
。
司
馬
光
議
貢
掌
朕
(
『
司
馬

文
正
公
停
家
集
』
四

O
)、
韓
維
議
貢
翠
吠
(
『
南
陽
集
』
二
五
〉
、

蘇
頒
議
貢
奉
法
(
『
蘇
致
公
文
集
』
一
五
)
、
蘇
紙
議
皐
校
貢
掌
紋

(
『
経
準
東
波
文
集
事
略
』
二
九
)
、
呂
公
箸
上
一
洞
宗
答
詔
論
皐
校
貢

翠
之
法
(
『
圏
朝
諸
匡
奏
議
』
七
八
儒
皐
門
皐
校
上
)
、
劉
叙
貢
摩

議
(
『
都
世
城
集
』
二
四
)
、
陳
衷
議
皐
校
貢
穆
劉
子
(
『
古
勉
集
』
八
)
。

蘇
拭
の
も
の
は
文
集
な
ど
、
い
ず
れ
も
照
寧
四
年
正
月
の
上
奏
と
す
る

が
、
『
長
編
拾
補
』
囚
が
考
査
す
る
よ
う
に
二
年
五
月
と
す
べ
き
で
あ

る
。
因
に
『
諸
匡
奏
議
』
は
照
寧
二
年
五
月
、
直
史
館
剣
官
議
院
の
と

き
と
し
て
同
文
を
収
録
し
て
い
る
(
な
お
こ
の
時
期
の
東
波
史
料
に
つ

い
て
は
、
信
一
沙
雅
章
「
『
西
国
慣
帖
』
の
東
披
俸
資
料
」
〈
『
書
論
』
一
一

O

一
九
八
二
〉
を
参
照
)
。
小
川
環
樹
氏
は
、
直
接
の
詮
援
は
な
い
と

さ
れ
な
が
ら
も
、
こ
れ
が
「
東
放
の
作
で
あ
る
か
ど
う
か
、
す
こ
ぶ
る

疑
わ
し
い
」
と
さ
れ
る
(
『
中
園
文
明
選
二
蘇
東
波
集
』
解
説
朝

日
新
聞
社
一
九
七
二
〉
。
確
か
に
内
容
上
、
一
部
、
卒
生
の
棋
の
言

動
か
ら
納
得
し
か
ね
る
箇
所
が
あ
る
。
し
か
し
論
の
展
開
は
い
か
に
も

蘇
紙
ら
し
い
機
智
に
溢
れ
た
も
の
で
あ
り
、
且
つ
主
要
部
分
の
論
旨
は

元
結
以
降
の
科
翠
に
関
す
る
紙
の
諸
上
奏
と
一
致
す
る
。
そ
こ
か
ら
逆

に
、
元
秘
以
降
の
論
を
下
敷
に
し
て
創
作
し
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な

い
が
、
小
論
に
お
い
て
は
一
懸
紙
の
論
と
し
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

ま
た
『
玉
海
』
一
一
六
に
は
程
瀬
の
上
奏
も
こ
の
と
き
の
も
の
と
し
て

載
せ
る
。
『
河
南
程
子
文
集
』
一
に
請
修
皐
校
律
師
儒
取
土
劉
子
、
及

び
『
閣
朝
諸
臣
奏
議
』
七
八
僑
象
門
皐
校
上
に
上
一
洞
宗
請
修
摩
校
以

信
用
王
化
之
本
と
し
て
牧
め
ら
れ
て
い
る
文
で
、
雨
書
と
も
熊
寧
元
年
の

上
書
と
注
し
て
い
る
。
恐
ら
く
『
玉
海
』
の
誤
り
で
あ
ろ
う
が
、
論
の

内
容
は
態
詔
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

(

6

)

夢
路
六
年
八
月
二
十
一
日
の
論
傘
選
朕
(
『
司
馬
文
正
公
博
家
集
』

二
O
V

(
7
〉
「
正
義
」
に
劃
す
る
新
義
に
つ
い
て
は
、
土
田
健
次
郎
「
伊
川
易
停

の
思
想
」
(
『
宋
代
の
祉
曾
と
文
化
』

汲
古
書
院
一
九
八
三
)
、
同

「
胡
褒
の
皐
問
ー
ー
そ
の
性
格
と
位
置
|
|
」
〈
『
東
洋
の
思
想
と
宗

教
』
一
一
九
八
四
)
を
参
照
。

(
8
〉
荒
木
前
掲
書

二
九
八
頁
。
詳
細
は
『
曾
要
』
選
翠
七

- 43ー
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一
一
一
月
八
日
。

(

9

)

『経
進
東
波
文
集
事
略
』
一
一
一
擬
進
士
廷
試
策
表
の
割
注
に
引
か

れ
た
『
司
馬
光
日
記
』
に
嬢
る
。
な
お

『
日
記
』
は
面
談
官
を
陳
裂
と

し
て
い
る
が
、
『
綱
目
備
要
』

一
八
な
ど
他
の
諸
書
に
従
い
陳
升
之
に

改
め
る
。
ま
た
租
沿
の
順
位
に
つ
い
て
も
諸
史
料
で
多
少
の
異
同
が
あ

る。

(
叩
)
醇
腹
筋
『
宋
元
資
治
通
鑑
』
一一一一一。

(
日
)
司
馬
光
『
日
記
』
、
畢
況
『
繍
資
治
通
鐙
』
六
七
な
ど
。
な
お
『
太

一
や
賓
訓
政
事
紀
年
』
四
嘗
一
該
年
の
僚
は
『
編
年
』
及
び
『
事
質
類

苑
』
を
引
い
て
、
組
治
の
同
郷
策
履
が
側
近
と
し
て
紳
宗
の
孟
子
愛
認

を
知
り
、
祖
治
に
告
げ
た
た
め
、
孟
子
を
多
く
引
用
し
て
答
案
を
書
い

た
た
め
第
一
と
な
っ
た
と
の
話
を
載
せ
る
。

(

M

U

)

註
(

9

)

参
照
。

(
日
)
よ
り
完
備
し
た
規
定
は
、
元
盟
二
年
十
二
月
、
園
子
政
数
式
令
並
製

令
一

四
O
僚
と
し
て
波
布
さ
れ
る
。
な
お
こ
の
時
期
の
園
子
監
、
太
宰

の
詳
細
は
別
稿
に
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
行
論
に
必
要
な

限
り
で
述
べ
る
。

(

H

)

『
長
編
』
二
九
五
元
塑
元
年
十
二
月
乙
巳
。
な
お
『
東
軒
筆
録
』

六
太
壌
の
獄
に
闘
す
る
項
で
は
蕃
を
鏡
州
進
土
と
す
る
。

(
日
)
四
名
の
ほ
か
は
、
孫
誇
、
葉
唐
抽出
、
元
番
寧
、
沈
妹
、
葉
潟
、
許

勝
、
李
君
卿
、
奈
淘
、
王
愈
、
周
常
、
許
婚
、
李
寧
、
熊
泉
、
陳
襲
、

王
沈
之
、
余
中
、
王
汚
之
、
沼
綱
が
庭
罰
さ
れ
た
(
『
長
編
』
二
九
八

J
三
O
一)。

(
日
)
『
忠
新
築
』

四

乞

重

修
太
皐
僚
制
疏
、

元
年
四
月
己
丑
王
殿
受
の
上
言
な
ど
。
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『
長
編
』
三
七
四

フ巳
踊

ハ
げ
〉
近
藤
一
成

「南
宋
初
期
の
王
安
石
評
債
に
つ
い
て
」

究
』
一
一
一
八
三
一
九
七
九
)
。

(
四
)
照
率
九
年
の
殿
試
に
お
い
て
、
第
一
甲
に
不
適
格
な
人
物
が
入
っ
て

い
た
と
い
う
理
由
で
初
考
官
、
間
後
考
官
各
六
名
が
罰
銅
の
底
分
を
受
け

た
こ
と
(
『
長
編
』
二
七
三
、
二
八
O
。

不
適
格
な
人
物
と
は
以
前
太

製
を
追
わ
れ
た
こ
と
の
あ
る
暫
時
間
美
の
こ
と
)
、
元
堕
五
年
の
殿
試
に

て
結
果
的
に
扶
元
と
な
っ
た
策
裳
ら
を
不
嘗
に
低
く
許
債
し
た
と
い
う

の
で
初
考
、
覆
考
官
各
六
名
、
詳
定
官
三
名
が
や
は
り
罰
銅
に
庭
せ
ら

れ
た
こ
と
(
『
長
編
』
一
一
一一
一
四
)
は
、
考
官
の
主
観
的
意
向
の
頂
貼
に

一洞
宗
の一
意一
向
が
在
る
、
と
い
う
意
味
で
貢
摩
新
制
の
「
主
観
試
験
」
的

特
質
を
象
徴
し
て
い
る
。

〈
mm
〉
貢
穆
新
制
候
文
中
の
原
文
は
「
:
:
:
量
取
諸
科
解
名
増
解
進
土
、
以

照
寧
二
年
解
明
経
敷
居
同率
、
如
翠
人
数
多
於
隈
率
二
年
即
一徳
十
人
更
取

諸
科
額
一
人
、
諸
科
額
不
及
三
人
者
聴
依
替
、
不
解
明
経
路
復
増
二
十

人
如
十
人
法
、
躍
部
奏
名
於
諸
科
解
額
取
十
分
之
三
増
進
士
額
。
京

東

・
侠
西

・
河
北
・
河
東

・
京
西
進
士
、
開
封
府
・
園
子
監
、
諸
路
嘗

磨
諸
科
改
態
進
士
者
別
作
一
項
考
校
。
其
諸
科
内
取
到
分
数
並
充
進
土

奏
名
、
賂
来
科
場
諸
科
宜
令
依
奮
態
翠
、
候
経
一
次
科
場
、
除
奮
人
外

不
得
態
諸
科
翠
。
:
・
・
」
で
あ
る
。

〈
初
)
『
禽
要
』
選
翠
三
嘉
一
疏
二
年
十
二
月
五
日
、
同
三
年
三
月
十
一
日

の
係
。
な
お
『
長
編
』
一
八
六

嘉
祐
二
年
十
二
月
戊
申
、
『
通
考
』

一一一一

嘉
祐
二
年
の
僚
な
ど
の
明
経
科
設
置
の
記
事
に
は
、
試
法
を
関

経
、
三
経
、
五
経
の
選
擦
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
八
一
週
、
六
通
、
五
通
で
合

格
さ
せ
る
と
あ
り
、
『
曾
要
』
と
相
違
す
る
。
経
を
大
中
小
三
経
に
分

類
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
『
舎
要
』
の
試
法
が
よ
り
合
理
的
に
思
え

(『東
洋
史
研

- 44ー
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る。

(
幻
)
『
節
孝
集
』
三

O

上
越
殿
院
書
。
但
し
こ
の
書
簡
の
要
黙
は
、
明

経
僚
制
は
、
八
場
が
、
墨
義
で
注
文
を
、
大
義
は
注
疏
ま
で
を
範
囲
と

し
注
疏
の
皐
か
ら
完
全
に
脱
却
し
て
い
な
い
こ
と
へ
の
疑
義
に
あ
る
。

(
幻
)
進
士
合
格
者
の
地
域
差
に
つ
い
て
は
、
の

Z
R
2
前
掲
書
一
一
九

頁
以
下
を
参
照
。

(
幻
)
の

E
F
o
同
書
、
七
一

頁
。

(
但
)
『
曾
要
』
選
穆
一
四
新
科
明
法
を
参
照
。
元
塑
二
年
九
月
の
措
置

は
、
原
文
に
「
詔
、
五
路
躍
部
進
士
、
興
新
科
明
法
人
通
理
人
数
均

取
」
(
九
月
八
日
。
『
長
編
』
一
一
一

O
O
同
月
美
酉
も
同
文
)
と
あ
る

の
を
、
本
文
の
如
く
解
し
た
が
、
文
意
な
お
明
ら
か
で
な
い
。
元
一服
八

年
四
月
二
十
二
日
の
大
名
府
新
科
明
法
人
の
欽
に
よ
る
と
、
諸
科
の
駿

止
に
伴
い
、
七
J
八
割
か
新
科
明
法
科
に
遷
っ
た
と
言
う
。

(
お
〉
但
し
陸
佃
は
、
同
年
十
一
月
、
園
子
監
直
講
と
し
て
京
師
に
戻
る

ハ
『
長
編
』
二
二
八
十
一
月
戊
申
)
。

(
お
)
近
年
、
三
経
新
義
の
伏
文
収
集
と
そ
の
再
-評
債
の
動
き
が
顕
著
で
あ

る
。
主
な
著
作
に
は
、
郎
漢
生
『
詩
義
鈎
沈
』
(
中
華
書
局
一
九
八

二
〉
、
程
元
敏
コ
二
経
新
義
輯
考
奨
評
付
|
向
書
』
『
同
口
|
詩
経
』

(
園
立
線
-
誇
館
一
九
八
六
)
、
劉
坤
太
「
周
官
新
義
夏
官
補
扶
」
(
『
河

南
大
幅
四
千
皐
報
』
一
九
八
五
|
一
〉
な
ど
が
あ
る
。
程
氏
雨
書
に
は
、
氏

が
数
年
来
設
表
さ
れ
て
き
た
王
皐
関
係
論
文
の
う
ち
「
三
経
新
義
修
撰

逼
考
」
「
三
経
新
義
輿
字
設
科
場
願
微
録
」
「
王
安
石
父
子
享
紀
廟
庭

考
L

(

以
上
付
)
「
三
経
新
義
修
撰
人
考
L

(

口
〉
が
附
載
さ
れ
て
い

る
。
小
論
で
記
す
編
纂
過
程
の
事
賞
関
係
史
料
は
殆
ど
が
こ
れ
ら
程
氏

論
考
に
鋭
出
で
あ
り
、
多
く
を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
近

年
の
著
作
は
、
朱
子
皐
が
正
統
思
想
と
し
て
紹
大
な
祉
禽
的
影
響
力
を

有
し
た
後
世
の
、
道
象
者
的
観
熱
か
ら
で
は
な
く
、
歴
史
的
事
寅
に
即

し
て
王
摩
を
位
置
づ
け
よ
う
と
い
う
試
み
の
一
つ
の
表
わ
れ
で
あ
る
。

な
お
安
石
の
皐
聞
に
つ
い
て
は
圧
司
荘
一
「
王
安
石
「
周
官
新
義
」
の

大
宰
に
つ
い
て
」
(
『
集
刊
東
洋
皐
』
一
一
一
一
一
一
九
七

O
〉
を
参
照
。

(
幻
)
例
え
ば
、

書
義
は
照
寧
二
年
に
進
講
し
た
も
の
が
基
礎
と
な
っ
て
い

る。

『
臨
川
先
生
文
集
』
八
四

番
義
序。

(
お
)
『
長
編
』
二
五
三
七
年
五
月
丙
辰
。
『
長
編
』
は
績
け
て
「
概
目

(
沈
)
季
長
従
芳
代
封
。
上
問
難
甚
苦
、
季
長
辞
屡
屈
。
上
問
従
誰
受

此
義
。
封
目
、
受
之
王
安
石
。
上
笑
目
、
然
則
且
繭
。
云
々
」
と
述

べ
、
升
卿
が
助
け
を
求
め
た
侍
講
沈
季
長
も
安
石
の
考
え
を
鎚
鵡
返
し

に
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
の
で
、
一
脚
宗
の
質
問
に
立
ち
往
生
し
た
と
い

う
。
但
し
李
煮
は
、
此
の
記
事
は
司
馬
光
記
聞
に
嬢
る
と
し
、
升
卿
が

こ
れ
程
無
皐
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
後
に
新
義
詩
序
が
全
面
的
に
升
卿
の

解
に
錬
っ
た
理
由
が
分
ら
ぬ
、
と
疑
問
を
曇
し
て
い
る
。

(
勿
)
『
長
編
』
輯
本
ニ
ム
ハ
二
回
一
等
八
年
四
月
丁
卯
に
は
、

江
寧
か
ら
再

び
宰
相
と
し
て
上
京
す
る
途
中
の
安
石
に
、
母
の
病
い
で
謁
告
蹄
省
す

る
内
合
生
陶
臨
が
回
り
道
を
し
て
面
曾
し
た
た
め
、
後
、
事
情
を
知
っ

た
安
石
は
臨
を
退
皐
庭
分
に
し
た
、
と
の
話
を
記
す
。

(
鈎
)
中
書
五
房
習
皐
公
事
に
つ
い
て
は
、
梅
原
郁
『
宋
代
官
僚
制
度
研

究
』
第
六
章

宋
代
脅
吏
制
の
概
観
五
二
四
頁
以
下
に
、

嘗
時
の
新

法
政
治
の
中
で
の
位
置
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(
沼
)
『
長
編
』
二
二
八
隈
寧
四
年
十
一
月
戊
申
、
同
一
一
一
一
六

月
己
卯
所
引
林
希
『
野
史
』
な
ど
。

(
m
M

〉
以
上
の
他
に
『
宋
元
皐
案
補
遺
』
九
八

- 45ー

四
年
八

荊
公
新
風
平
略
補
遣
に
は
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編
纂
に
係
わ
っ
た
門
人
と
し
て
、任
務
、
張
僅
、
願
栄
を
翠
げ
る
。
ま
た

『
長
編
』

一一六
六
照
準
八
年
七
月
辛
未
に
や
は
り
編
纂
に
摘
わ
っ
た

人
物
と
し
て
張
湾
、
葉
原
の
名
が
み
え
る
。
こ
れ
ら
諸
人
の
略
俸
は
程

氏
「
三
経
新
義
修
撲
人
考
」
参
照
。

(
お
)
『
長
編
』
二
六
五
隈
寧
八
年
六
月
己
菌
、
辛
亥
。
呂
希
哲
『
呂
氏

雑
記
』
下
。
王
努
は
結
局
、
加
え
ら
れ
た
龍
闘
閣
直
皐
土
を
辞
退
し

た
。
な
お
一
千
部
印
刷
に
つ
い
て
は

『
長
編
』

二
六
八
照
寧
八
年
九

月
辛
未
呂
恵
卿
の
上
言
に
み
え
る
。

(
鈍
)
『
長
編
』
二
六
八
照
的
事
γ

八
年
九
月
辛
未
。
『
臨
川
先
生
文
集
』
四

三

論

改

詩
義
劉
子、

答
手
詔
言
改
経
義
事
制
子
。
『
長
編
』
が
引
く

呂
惑
卿
「
家
停
」
の
務
論
と
安
石
の
申
し
立
て
に
は
食
い
違
い
が
あ

る
。
程
元
敏
「
三
経
新
義
板
木
輿
流
体
」
〈
『
園
立
豪
相
同
大
皐
文
史
哲
摩

報』一一一

O

一
九
八

一
)
は
、
恵
卿
の
鰐
論
を
分
析
し
て
改
作
の
事
貨

は
あ
っ
た
と
論
鐙
ず
る
。

(
お
)
『
長
編
』
三

O
七
元
盟
三
年
八
月
丙
辰
、
『
臨
川
先
生
文
集
』
四

三
。
制
改
す
べ
き
誤
字
は
、
乞
改
三
経
義
誤
字
劉
子
二
道
に
み
え
る
。

(
お
)

『
郡
清
説
書
士
と

て
『
直
粛
書
鍛
解
題
』
二
。
註
(
げ
〉
拙
稿
参

刀
同
い刊。

(
初
出
)
程
氏
前
掲
コ
ニ
経
新
義
輿
字
設
科
場
顕
微
録
」
に
詳
し
い
。

(
叩
ぬ
)
彰
乗
『
墨
客
揮
犀
』
四
。
も
っ
と
も
後
代
に
は
こ
う
し
た
エ
ピ

ソ
l

ド
も
安
石
の
非
人
間
性
の
透
明
と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
安
石

の
人
間
像
は
描
く
人
に
よ
っ
て
、
嘗
然
の
こ
と
な
が
ら
様
々
で
あ
る
。

三
浦
園
雄

『
王
安
石
』
〈
『
中
園
の
人
と
思
想
』
七
集
英
社
一
九
八

五
〉
は
、
一
般
向
け
の
書
な
が
ら
、
氏
の
安
石
像
が
卒
易
に
描
か
れ
て

い
て
興
味
深
く
讃
め
る
。
こ
の
遜
話
を
は
じ
め
安
石
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

(
ぬ
)
『
石
林
燕
語
』
八
。
他
に
は
朱
該
『
部
洲
可
談
』
三
、
方
勾
『
泊
宅

編
』
、
『
老
皐
庵
筆
記
』
七
に
も
み
え
る
。

(
幼
)
『
陶
山
集
』
一
一

書
王
荊
公
遊
鍾
山
園
後
に
「
荊
公
退
居
金
陵
、

多
騎
邸
遊
鍾
山
、
毎
令
一
人
提
経
、
一
僕
抱
{
子
設
前
導
、
一
人
負
木
虎

子
随
之
、
元
祐
四
年
六
月
六
日
、
伯
時
見
訪
、
坐
小
室
、
乗
興
震
予
岡

之
、
云
々
」
と
あ
る
。

(
補
注
)
本
稿
校
正
中
、
卒
田
茂
樹
「
宋
代
鐙
選
制
度
の
一
考
察
|
王
安
石

の
改
一草
を
中
心
に

i
」
(
『
歴
史
』
六
九
〉
が
設
表
さ
れ
、
新
科
明
法
科

に
つ
い
て
も
倒
れ
ら
れ
て
い
る
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
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it to the environs, and to fix one's attentionon the
migration of the ducal

households with regard to all the city-statesin question.

CONCERNING THE EXAMINATION REFORMS OF

　　　　　　　　　　　

WANG AN-SHI

KONDO Kazunari

　　

The reform of the examination system that Wang An-shi carried out

in the 2nd month of Xining 煕寧4 (1071) consisted mainly of :

　　

1. The abolishment of Poetry Exposition (jhi-fu詩賦), Memorization

of Classics (£泳丿緬ｇ帖経) and Elucidation of Classical Passages (ｍｏ-ｙi

墨義), and the adoption of Meaning of Classics Qjing･ｙｔ経義) and Policy

Questions (li£ｎ,　ｃｅ論，策)･

　　

2. The abolishment of the Understanding of the Classics (刀lingj加ｇ

明経)ａｎｄ the Various Fields Exam (ｚｈｕhe　Ｍ科),and the establishment

of the Examination for the New Degree in Law ('ｘｉｎｋｅ　ｉｎｉｎｇｆａｋｅ新科

明法科)･

　　

3. The policy of special treatment towards the five northe「n circuits.

　　

The purpose of the reform was to promote talented men who would

be capable of practical application of government, rather than to promote

men of letters.　In particular, there was an urgent need to select the

necessary competent ｏ伍cials to advance Wang An-shi's New Laws.

　　

The third point was devised as ａ relief measure for the northern

circuits, which had large numbers of candidates for the Various Fields

Ｅχam.

　　

As ｇ result, the reform itself proceeded smoothly. With the ｅχception

of ａ small group of opponents like Su Shi蘇弑, the reforms were

supported by the majority of literati of both the old and new factions.

　　

Ho"ｗｅｖｅｒ･when an attempt ｀″・ｓmade to carry out the new system,

candidates simply memorized Wang An-sh？ｓ Ａ ＮｅｔｏＥエｐｌｉｃａtｉｏｎｏｆｔ㎞

ＴｈｒｅｅＣｌａｓｓicｓ(ＳａｎｉｉｎｇＸｔりi三経新義), and the examiners passed their

own disciples, etc, so that the object of selecting capable ｏ伍cials with

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－2－



new politicalphilosophy could not always be accomplished.

　　

Furthermore, the fact that politicalpressure made, べA'^angAn-shi's

new learning take the place of the old ofScial teaching came to affect

adversely the future of the Wang school.

ON THE 1465（成化元）ＰＥＴＩＴＩＯＮFOR RELEASE

FROM THE ACADEMY ―an Examination of the

　　　　　

Ming System of Hanlin Bachelors

Sakakura Atsuhide

　　　

In the £rst year of Chenghua成化, Ji Li計it and other Hanlin

Bachelors (ｓhｕiiｓhi庶吉士) petitioned Grand Secretary Li Xian李賢to

be “released from the academy”(ｓａｎｇｕａｎ散館), that is, to be assigned

ｏ伍cial posts. The fact that Hanlin Bachelors would request ａ release from

the academy was in itself unusual. Ji Li's negotiating point was that. if

only the period of the bachelors' training was complete, they should be

released. There was also the question of Li χian's own qualifications as ａ

Grand Secretary. Nevertheless, these were not the only reasons behind

the request.

　　　

In

　

the

　

first place, the system of Hanlin Bachelors was one that

secured talented men from the j加盾ｆ pool and gave them. special training

in order to nurture outstanding ｏ伍cials for the future of the state. Also,

it was ａ source of Hanlin Academicians who would rank with　those in

the first class ｏ£jinｓhi　ｅｒaduates.The early Hanlin Bachelors served in

close attendance on the emperor, and they could appropriately be called

true elite. However, those Hanlin Bachelors who did not become Hanlin

Academicians were not given any special treatment compared with other

鋤血 when being assigned to ｏ伍ce. Moreover, after χuande 宣徳5

(1430), when the system of the Grand Secretariat was established, all

aspects of government, including appointments, came to ｒｅ且ectthe inten-

tions of the Grand Secretaries.　Ａ system of ｅχaminations for Hanlin

Bachelors was brought in with the result that the training for bachelors
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